支那を s リ巧 治、 巧濟 
扭じ宜 傳に活 n する 

上海 猶太 銘鑑 

(附) 巧 固 及 ぴホ國 政 おを 
操攤 する 猶太を 彩 

國巧 政経 學會 

ホ uw 巧み ホ 田 幸 ビグ 

■巧が 經學鲁 
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7 — ノル ド P 巧 . .Amho 乙 

アブラハム D • 历 • Abraham ミ 

ア シケ ナジ ！}• Z. ^shkenaMi 

ジ 3 シュア •アシ ケン ナル ジ Joushua 户 shkennar も 

T — サー •ゾ フエ ヤ I 户 uther Sopher ゾ 一 0 一 

チオ ドラ •ゾ フエ ヤ I TTheodora Sopher : 一一 一 

美 H ® 東 巧乘お 太兵ト ランへ ル ダー 會 British Sa ぎ rs T 33 pelder 0 ぉ • 二 

へ シリ 1 •バルデ Henry Barde 】 二 

プロ ド スキ I E. Brodsky ご 

ブロ ツチ M* S • 空 och 

ピ — ル N- VJ* weak ーゴ 

八 1 ンス N •ぎ 】 ホ 

ロ パ I 卜 •ピット カー wobert Bitkcr 一へ 


九 


セ 


ゴ 



14 .メ y デル •ブラウン Mendel 记 rown r 

ータ レオン • n I シン M. Leo 百 oou 2 n 

一な . レ I イ • コウ ヘン ！！' siM Ray Cohen * 

17 . ゼー •コウ ヘン J. oohen 

一 *. - フエ • a ウ ヘン !! W 田 0 cches 

Ic- ^ X w» w- WN-.P 

20. ♦ シル •ェ ズブ Cecil ENra 

《一 . デン ジル •エズラ Den も 1 wzra 

g. イング ランタ — 夕 P wnglander 

泛 . スタ — リング •フェツ 七ン デン Stirling Feasemlea 

24 - フ- フンク リン 0. M. Fraalcls 

26. ブ フイ — •フ インケルス テイン 壌 Sophie Flskelsteln 

2 な. アン ニー •ブイン ケル ステイン 痛 Annie 巧 inkelstein 

527* モント ゴメ 9 — •ヒユ ー ダ ツ七ン Si 『ぎ ghs Montgo 目 cry 曲 egessen 

沒- ブス 91 巧 susry Trading op 

终- パトリ ツク Patrick 


> •ブレ デ > ダク • レイス 巧 ± Frederick Reiss 


31 • ガツ ベイ — P S. GatNbey. 


ダラ ハム 大佐 12 〇 1 • 夕 W. Graham 


ゴ I ル デ ン バ I グ 苗ち 旨 Goldenbe 巧 • 


ダ 9 ン ペル グ L. 0ree3bel-g 


ハル ヴ on Hertw 


フ I パ I oharls G • 泣 ミ per 


口 I バ I 卜 • ハツ ス 博 ± 巧 obcrt Has.. 


ハ— ルマン S* <• Acrmann 
(7 ドの 次に あり ) 


バ I 十 — ド •へ夕 f ぞ 3 ミ d Heller 


巧 太 人工 部局 K 貝會 Jeuees S. M. C. Society 


ジョン K J. K. Jones 


ジ 3 七ツブ s. s. ^Joseph 


を . H レ — • カ ゾリ— 巧 巧 丈 Sir 历占 y Icttdooric 


-4 夕 口 ， レンス • カブ 91 巧 pwreace Icadsrie 


まま 皇 ミち 麦 



S 窒 夏 塞 3 ま寫 を 泛 gss をを ちを 


ホ ラス •カゾ 9 — Horace wadoorie :…丢 

カ アウ フ マン G. W. Kpufblan 一^お 

セエ ロム •レ ゲイー Shalo 吕 Levy こ… ぃ す. 

アレ ツキ ス •ライ オンス Alex Lyons ご 

ラウフ ホ I ド L. H. Lowford 六 一一 

メヤ— »• y , Mewer い さ 一 

ミラ I 博 女 H. W， \IiUer 皇 

一 I ッ シム 神學傳 ± £&\v'cu-d Missim 六 ra 

がー ル • ぶ ミ— ル •ナザ I ル Pool Emil Naggai" 六 八 

ジ .ユ リアン •ネ I サン JulUan Nathan 六 九 

"^9 1¢- potri $ 

ナ I ス ランタ— 迈 • Auslander 七〕 

ぺ イサ ホフ 傳 ± A. S. Peisoho 巧 ..セー 

ラム. プ キン 夫人 . m3. S •巧 • Rampkin さ 

づウ ゲン •ロザリオ け WO さ no 尤凹 

口 ••ハ— ト ブ ン 夫人 Medpm Robertson セ ザ 



62. レィス •ロ ツス 咨 r Fredericic 尸 eith 巧 〇菱 

受. ビ クタ I •サツ スーン 卿 Sir Victor* Sassoon 

64. サツ K — ン •ハン キング nl ポレ I シ ヨン を ssoon Bflnkisg Corporation. 

寫 . ダビ ツド •サツ K I ン n ンパ ニ — Dpvid Sassoon 0? 尸を •， 

爱 . E • D • サツ スーン コンパ ニ — 巧 * P を ssoon 0? ジ产 

67. ソラ ••フ ー ル oe W 01 P 巧 〇〇一 

08 . ソコロフ A. wckollo 巧 

69 •サルモン J. E- WP1 吕 03 

7P アン ゼロ •サンテ Ph ミ ip .Angelo wante 

71 • ソ フェア •ト エダ 夫人 wophia Toeg 

一 % ェムマ I •トラ チ テンペ ルグ 巧吕吕 ミ ！ Vachtenberg 

尝. トラ チ テン ベルグ Solomon Trachtenberg 

73. トー マス • タル I フ ITio 吕 aw TurooAF 

ウィル ゲル ミ ニン N. A. Wilgel 吕 ini 日 

75* マツ クス •ゼィ ロン カ MPM. zeilotllcp 

7 な • ヤコブ •ジリン スキ I Tacob な ri ミ kw 


を 当 女な 勇みみ 全な な 当 公る 夕 ちち 



〇英团 政府を 園る 巧 太を 巧 

附錄其 二 

oi 大巧 賴 ル— ズヴ王 ルトと 其の 取 餐ホ巧 太 人* 




支 巧を M リ 巧を、 巧 巧は に宣 傅に ま a する 

上海 猶太 お鑑 

1 〕 ア — ゾルド C.H. Arohold 

住 所 上海 南京 路一號 沙遵高 巧 
ァを芙 が サッ ス—ン •ハウス 內 

- 巧 號 Arnhold & Company L,td. 

ル 巧 蘭 系斯太 人に して ロッテルダム 港に 生る。 毋はブ 
F リスト ルに 生れた るか 蘭人の 治 太に て、 現在 ア—ノ 
ルド 家は がを に 住す 0 

TI ノル ド 巧を の事芙 々のかし。 

巧 柔巧目 搞花 お出 入 巧 械边に 請な 工事 
化 巧 店 wsployers Lio 皇 ity Assuf 〇〇与 

同 を ミ h British sariae を夕 0 O . 

同 sarchant A/Iariiie を夕 0 O . 




同 111 吕 alaya >ssurance Ltd. 

同 Vickers sectrick Export oo. 

同 Hiury Simons Ltd . 

同 ぎき n 巧 Harnsby 尸を. 

同 Aaron Sassoon Gubbay Co . 

巧 理 上ホ |&^^ 乘合自動 1 ||^>た 
同 チャィナ 6 出入 木 林商舍 

同 ニユ— ィンジ ニア •シツ ピン グ會な 

同 西 蘭 絹 一せ 
同 ヵ セ — 主 地 §な 託 含な 
同 力 七— ホテル 
巧 サツ K — ン •ステ I ブル 
同 光華 石油 會せ サツ ス— ン柔巧 
TJ ノル ド 巧會の 陣容 ホの 化し 0 

を ち C • H • ァ ー / ルド C. H. ilmhold 
A ま K 人 C*J •ミー ダル P J. Meager 



宙 巧 

巧 

同 

輪 出 巧ぶ 巧 
輸入が ま 巧 
楠 化が ませ 
五み なまが 
接 试 ± 木 
自巧单 主任 
巧氣巧 主任 
なわ 部 ま 巧 
が 巧な まか 
锥巧部 主 巧 
建築が 巧 お 巧 
がを 巧 巧 部 ま 巧 


H •£ * 71 / ルド 

F • R •デ ヴィ— 

A • E •マ— 力— ル 

H • M •マ— ン 

W •ヒル 
H •ブ I K 

シヤツトルゥオ 1 ス 

ホル プミユ I ラ I 

ロス 

ホル ゲ I 卜 
9 I 

バヤ— ス 
スホ ツフア I 
ホ エケ ル 
ペレ ンヴ 
パラ クロフ 


H • 巧 • 户 rnh 已 d 
巧 .！？ • oavey 

A. E. Marker 
H. M. M 呂口 
W . ち 一一 
H •ぎ 0 を 
C • 姿 ミ leworth 
夕 HolNnlueller 
V. Kose 
H. R. notate 
K. !>• Lee 

A. F •ぎ yers 
F. A. SWOAFer 

B. Koeckel 
J- Bereats 

E. S •を rraclu が 


惦お部 ま 巧 ナ •ネ I ル P. づ 0-nail 
會計巧 ま 巧 ブラ ィン A. 夕 Brayn 
巧 信 部 主 巧 ガン タ， U J. H. を nter (Miss) 

巧 信 部 主 巧 セケ ィラ C. M. Sequria 
日本 維 巧 部員-お 井 L I をむ 

其の 化 昔 巧 外人な 員 二十 名 
中 因 人 届 貝 六十 五名 
な 計 (二十 二 名 ま 巧は 上を かへ て) 百 0 セ 人 
ア| ノル ド 巧は サツ ス—ン が 曲 傍系の 大會 せに してみ 太 人 ま 本家 ホの 商 買 型を なり ホ 因す のを 
巧を巧ひ巧巧さのある巧會である。 現巧自己の^4^のかに十幾を化の代巧店をおし日本人ま巧を 
置 て 日本品 の 巧巧 ひ巧么 み にかをせ し A 义巧«お の 上お巧巧化資をなす。 サ ツ ス 》 ン 巧會 の 事が 
をを 巧し 上 お 巧 電車を か 重役、 人力車 會 かな# のま 本 巧 下 ほに 乘合自 の 車會 おを 巧を する お 何で 
も 手を 出す 手 巧き ホ ま 振りで ある。 

同れ の含柔 巧を は ほる 良 巧に して 巧 ま 配を 一一な 五み と 云 ふ 巧 巧痕 りを 示して 居る。 巧 論 同れ の 
みな 資金は サツ ス—ン 巧 B ボ 背景を なすと 巧 も】 面に がて ア 1/ ルド 巧は 夕年 共同 巧 巧 局 巧を 事 
會議 長の 權 職に なさ 皮ん のがさ 巧 長 ジョン K をして 巧 政を 意の に1 しあ 化と 職 獲を 肖 己 巧 



をに 利用して をな けに おくな を辣 なを 巧ひ爲 めに エ 部局 機 M は 彼の 事業と サツ ス I ン巧 ffl 捷 護の 
爲 めの 存 巧の 巧 あり。 巧くて 上 おに 巧 巧 ホる；^ の 巧 力と 巧が おは 牢固と して 化 化の 巧く 能は ざ 
る 巧巧を有し居れ り。 化 に T I ノ ル ド 巧ポ本年 の エ巧局^&^}*单ま長 の 巧をホ困 の 代表を フ ラ ン ク 
9 ン 巧に 讓 りて 本 さ 一十 セ 日英 本 田に 化ち 歸 省に 巧し エ巧局 美 巧 巧は 波 止 巧に 樂 おにて 巧 お まを 
行つ て 見を りを 巧に する 夕 接ての H 巧 局 巧 曲は 彼等め なめに 自由に 有 巧に 利用せ られつつ ある 事 
をみ 語る もの である。 

同社は 义 共同 巧 ホ 西 e エキス テン シ 3 ンにま 本を 二 千 五 百 巧 巧の ± ホを なを 創立して 班 馬場、 
义巧爭 巧、 ダンス ホ I ルの 巧 巧を 巧 策し 义自 己のを 巧す る菱 口 自動車 おのを 長、 巧 巧が 宅の 巧 巧 
等* なて 主 巧 巧みに 伴 ふ 巧權を 獲得し 恃别 巧を 巧を 削設 して H 巧 局 巧ち 勢力 化 巧に 留きエ 部局 替 
を巧ょり巧»ちャング巧を巧して^^事柔捷»を企《しつつあり。 目下》巧田日美支11房間に巧 
巧 中を る 上 お 特測曲 巧！® を 背面ょり 牛耳りつつ をる をり。 

7〕 アブ ラ 八 ム P E. 卜 Abraham 

住 を 上 西を ホア ぺ- 三— フナ— チ 八 10 巧 
巧柔巧 ホ 巧租 ホ 化京路 八十 一二 號 
巧 巧 を 邊洋巧 (アブラハム 巧會) 




アラブ 系ち 巧 お 太 人に して 本年 六十 七 お 白ち のち 人 
パる り 巧の 妻女は イラ キア ンお太 人に して 上 おな 巧 イラ 
\ クな 領事は 彼女の まを に當 る。 

A アブラハム 巧は 實 兄と 共同に て 上 おお 问巧ホ 化な 巧 
八十 一二 號に アブラハム 巧會を おを し 担 草原が 及び 辕出 
入 巧を 含む かに 香港の まな イエス •アブラハム ビル ブ 
^ 口 I 力 I 兼 金な ホを 巧の 上海 代理店を 兼ねて 居る、 巧 
い 員は 全部 アブラハムを 一巧の 者を 集め 巧 書が の n — へ 
服 ン 氏は 主として 金が あ 金の 業 巧を 擔 巧す、 寅 兄 エス • 
アブラハムは 先年 •死亡し 未た 人 其の 巧 利を おみし 居れ 


巧は 本ぶ の 他に お义 なをの 監鲁ブ ナィ •ブラィス おせのを 部、 お 太を 會堂田 蓄巧管 巧を 兼任し 
て 居る が 巧が 學ホ 化の が 出に してな 治 法律に 通じて 居る。 

アブラハム 巧は が 上 おお 太を の 民 問 治安 判事を のめた 審 あり 故 ハー ドン 勢の 化 後 遣を 爭 ひの 
栽 判が 英巧法 巧 事 化 法 巧に 於て が 審 せられた る 時 特に 晤が 判事のを がに て 出が せる 樂 あり ハ— ド 
ンホ t 人 (支が 人の ホ) は 異を徒 •て ある 事を 主張して 同家のを を關 巧の 巧を 及び 凹 書 等は ハ I ド 


ン まの 推を (パレスタィンに 居住す る) に 引が すを 巧 求し 英田 法律を 能を なて お义か 徒を 判 かす 
る 事を 拒否し 遂に この 巧 判は アブラハム 陪審 判事の 主 巧に 寶戍 したと 云 ふ 記を を 持つ て 居る。 

アブラハム 巧は 千 九な 一一 一十 年な 来 同一 一一 十四 年を 上 お 》 口 も 历 1 を おかの プ レシ デントに 巧を 
しな 太を 徒の 特權ア I ロンの 待遇を をけ 同族 巧に ザな せられて 居る。 

巧は 特にが 興 日本 勢力に 巧す る 巧 ホを 有する 人に て 满洲建 困に 閱 する 巧聞雜 誌の 記事を 切拔帳 
に 集めて 巧 兜して 居る 巧 エズラ 巧の 言に ょれば 

「アブラハム 巧は 满洲建 苗と 货太 のが 濟投ま お 太を 民の 巧洲 移住に 關 しで 或る 計 まを ホて 協會の 
會 合に 於ても 巧に 满洲閉 をに 巧で 意見を 述べて 居た」 

と 0 

〔 3 〕 ア シケ ナジ D. Z. Ashkenazi 

酔 驚 ド ， ァ 住所 上 おか 租巧 ポ-ル こ？ 街 セが 

11111 シ巧 

ル— 3 -ア 系沿乂 人な リ現壹 おのな 乂 寺院 ナ—へ 
ル*— シに 養す 巧 族 かを に 於て まを をな り。 



上海 ュデャ クラ プの 役員を 巧む。 

ア シケ ナジ 巧は 現在 上 推の 才 I ヘル •モ I シ 寺な におめ つつ あるみ 烈 なる 宗 かおに して 同族 人 
阳 にず 巧せられ 上海 沿 太巧樂 部は 昨年 セ 月 沿 太 人の サバ ッス 祭を 巧 會にア シケ ナジ 巧に おす るれ 
會 奉仕 あ 謝 まを 擧 行し 同族 人の 義捐を 一千 巧を 杳巧 し俱樂 部の 理事長 ブロ ッチ 巧は ホの かき 表が 
の辭を 巧べ たり。 

「ア シケ ナジ 巧は 熱烈る る 同を 巧の 講法 ± にして、 氏の 過去に 於け る 民族 お 塞と 神のを がする 巧 
等の 生活の 爲 めに 又 巧 等の 巧濟 生活が 證の 巧め に ort の 粗 巧を、 吾等の 化康 保持の なめに ONe 
の 化 命を 帶 びて、 東洋 稱太か 會の爲 めに 參 叩に 巧 力せられ、 木 年 四 巧 倫を 本部を 代表して お 渥せ 
られ たる メ レッシュ •ラビ ッシ と共に 完戍 し、 又ィ デッシュ 义學 (へ ブラィ 語と 中 ホ 巧 逸 語との 
あ ホ 語) の爲 めに 働き、 が 文 詩が の 巧を と 出版に が 身 的 貢が あり、 e に 倫 巧 PEN 化が 部 (阅 除义 

學 作者 巧 お) ょりあを ある 表が を 受けられたり。 がの 
化を おに 散在す る稱太 人の 生活 狀 態を 調査して お 太な 
巧を まに 貢 巧せられ る 等、 幾多の 贵 きがを を をげ て お 
太 文明に 巧 巧 ありたり •亦兒 童 かきに 關 しては ポ I ラ 
ンド 、ル— マニアの 兒 まか 科 書のを 巧を 編 寡して を 育 
ホに 盡 されたり JO 



T シケ ナジ 巧の お 太 かを に 奉仕 ホら れ たるは は 上の 諸单 ちに 止まらず 歐 讲大戰 にを 加して お 巧 
ありた る猜太 十五 聯 おの 參戰 記を 著 速して 紀 なする 等 同 放 お 間にを 巧を 拂 はれて おる。 

な 眞はア シケ ナジ 巧の 夫人に て靑 島に 閑居して ィ デッシュ 文 巧の 巧を をせられ でが る。 

〔4 〕 ジ ヨシ ユア •ア シケ A ♦ルジ Jou を § を hken ミを 


住所 化滿 ハルビン 巧 
巧 巧 雜誌記 ホと 新 閒姐信 

巧 先 ハルヒ ン •ジユ ウス •ラィフ 誌 

な眞はァシヶンナルジ巧が昨が十バ上お賊太人ォ）へ ル • モ 
ルシ 寺院に 於て 結婚式を 擧 げたる おを。 

アシ ケン ナル ジ 巧の 兩 親は 上海 佛巧 巧ポ— ルへ ンリ— 街と 跳 
に 在り 搞 太の 熱ん なる 巧 お 家 じて 稱乂 社を よりおを せられな 一 
千 巧を お レれ たる ことる り 又 巧 親は 上海 オルトな び オズの 熱ん 



なる 慈善 奉仕を なり。 


アシ ケン ナル ジ 巧は 先年へ ブリュ I 大 學を卒 菜して 上 おに おり 妍乂學 巧の おおまか 務を 巧を 巧 


めが 蘭 巧の 间族巧 脚 誌の 中閣 通信を 書いて 居た が 昨年 十月 上 おにて 結婚し：！ 了 ハルピン 巧の 斯乂 


な —— 


巧閱 をジユ ゥス •ライフの 記を を 巧む。 

〔5〕 ア—サ —" y フエ ャ I Arth ミぎ her 

一 宅 上海 白 利 南路凹 一が 
:柔巧 九江路 二十 號 
英固 籍拆乂 人、 兄 ホ ニ人 ぁり。 

兄を ア—サ I 、 ホを テオドラと 巧び 巧 蘭系ジ ユゥな 

h^o 

出生地は 上 お。 

Arth ミ 巧は 元 上 お チャイナ プレス (大陸 報) の發巧 人で ぁつた ソ フエ ャ 1 未亡人の 子に して 
千 九 巧 二 年上 おに 生れ、 巧 巧の ジユゥ イス •ヵ レジに 學 ぶ。 

(Jewlsjh coll ぉ e cuee 口ぶ uare House London) 

巧を ソ フエ ャ —は英 田の プレストンに 生れた る 巧 巧ぶ おお 人で 宗 波は ナ— ヘル •モル シに 度す 0 
ソ フエ ャ I ぶ ホは 現在 巧の まを を！！ ざ 共同 巧 ホ 九 江を 一 Q 號にソ フエ ャ— 兄弟 巧會 をが 巧して 
A 地資 買、 工場 金融 •信託 実を をみ 又 香港 ホす 巧 引 巧の 仲買 店を をみ 再れ り 0 





ななは 英围の 極 束 派 遺ち お乘組 水兵 達の 巧に がが さるる トラ 
ンプ H ルダー會じて會の目的辕神はぉ义巧先化輩を巧巧して 
活 太のを 功を おを する 精神的 善 薄の 會で ある、 がしな 派の 中 
にを おさる をで お 太を 巧の もの •ておい。 


〔6 〕 テオ F ラ • y フエ ヤ— Theod ミ Sop す r 



住 宅 上 お 白 利 南路四 一が 
を柔巧 九 江 路二〇 が 
千 九な 〇 セ 年上 おに 生る。 

英籍お 太 人 

千 化な 111 十一 年 香港 大學を 卒業す。 


〔7〕 巧 困 « 東 IBR 乘組水 お トラ， V ヘル ダ 1> ミ ミを Sa き rs Trumpe 乙 cr ぎ. 



なな 


せ 宅 佛巧ホ おが 路五 M 一魏 
を 業 所 エド ヮ— ドと 化が 九號 
職 芙 ハ バス 迪信化 上 おす 局 (お 束 部) 

ヘン リ— •バルデ 巧は 佛阁 籍のポ I ランドみ が 太 
人、 时 かの 主を ジャック H ス 氏、 記者 マルクス 巧 
も稱乂 人な り。 一 
バルデ 巧は ハ ハス 通な® 東 局ち じして 局の まを Descho を Jac 占 ues . は 佛巧ホ 現 施 化 九九 號ァ | 
パ— 卜巧〇 五が ちに 住す。 

記 お Maise J. は 共同が 巧 巧 而白お 望 ハ號を ibury L 旨 e.) じな J1 哀お じ祸乂 人な り。 

(通信 かの 內容 はが 巧す) 

〔 9 〕 ブロ ド スキ — E. Brodsky 

巧 佛粗巧 ミ e. V 己一 on 八 八 Pa ま 二 就 

職 ベリス •トランプ •エルダ— 上 おち 巧 良 



ロシャン お 太 人 

ヴオ ロゲ ィツ クホ人 (日. Volovik ) 

ルバ ル スキ— 巧 (夕 Lubarsliy) 

ブロ ド スキ-- 巧 (E. Bro を ky) 

な 上 一一 一 あ 支部が 部 

ブロ ド スキ I 巧は W もを -T33p-elder 會の k おぞ 部長を が 
め稱义 先祖の 敬 あ 運動を 巧 巧と して 居る、 支部 幹部には Mrs. 
D . Volovik . 客 SS 夕 Lubars す あり、 上海 紛太 協會 はま 部な お 
巧會を 每年一 阿 ユデア •クラブに 閒 きて 部员の 貢がを 感謝す る 智巧ボ ある。 

寫赏は 昨年 十月 十一 一一 H ユデャ 化が 部に 於け る 慰 巧會の 記を 巧 影で ある、 麻の が 章は 極 巧み あの 
が 太 社み から 表が した もの. て ある。 

〔 W 〕 ブ ロ ツチ S. Blocli 

住 が 上 おが 巧 巧 Kte. Courbet 二 〇一皴 

を 案が 黃 浦な 路十 巧が 
0 巧 空ミ》 \1を a,n<l Lcmbef 〔〇. 1'を. 



な 巧 汾太 (ashkenazi) 自治^^^ 會長 
ブ 英因 豁货ぶ 人に て 西 木が 會か をが をす (香 巧を お) 
- お 太 自治 故會會 おを 巧む 0 

ブ ブロ ツチ 巧は 黃 浦が 十 巧 號に巧 菜 所を、 ゼ K フィ ル 
チ ト公圓 におが H 巧を 設け 巧、 巧 板を 製造し 化 上げ 工事 
請負を なず •錄道 枕木を お 入す、 代 巧 巧は 

Weetack & 。？ 

Scoborn oaustricutice & Floorinq 0O. 

巧は アシ ケン お 太 人に て 千 九 写 一子 六 年 八 巧に お 太自が 協會役 負な 莲に當 り 協會會 長に お擧せ 
られ てな 任し、 其 S 任巧說 Q 中に ホ Q 化き お 太 民族 震の 基本 精神を 髮 した。 

ス 巧が) 

が爾ち 方 西に 於け る 巧 太猜巧 運動は 白ま 人の ちす る 傅な 的 排お思 おば かりで なくぶ をに がて 國 
おを を 量ん -V イ作霉 淀 人 Q 生活に おする 待望と 说义人 或は お 太。 ま 本の 化が 方面への 考へ 
る 事は 出来ぬ 巧 治的餐 的の 排おポ 行 はれて 居る 性 巧を 見 巧して はならない、 かにち々 は？ 
を拂 はねば をらぬ。 

而し てま 人の 西 巧 西に がける 巧 使命に 巧て 余の 巧 去に がける 巧を を述 ぶれば 



今日の i 耳 ホを の 目を はつて 巧々 ると 同時に アフガニスタンの 進 巧を ましく 見、 を 近ぞ巧 
の 建 田 事柔を 巧 まを る责 例と 見るならば 最早 世 巧の せを 巧濟 、巧 治は をく W 回し てがたを る 化 
巧の 創造を を識 ホねば をらぬ、 巧 輿 日本の 满讲困 连設は 十五 年 乃至 二十 五 年の 将來 には 必ずや 
ま* 巧 族との 巧ム & 巧を み 巧と をし 之を. 巧求ナ る時ポ 来る V あらう と 信じて 居る、 世 巧の ザ 巧 
は 巧 巧 的に して 人類の 進 步は無 巧で ある、 V あるを らば 其の 巧 巧の の « 沒 にはが たなる 化 巧の 
巧 爭の段 時を 巧へ で々 巧への 巧 巧を 巧す るで あらう、 其の 方法は 巧 爭か條 めか 诛 あせられない 
ポや巧 的、 な 壌 的の 何れにせょ •ま々 束洋に 生活の 巧 巧を 畏くものに 巧つて は關 係が 重大で あ 
り 巧 巧は 許されを い V あらう、 ホに 吾人は 平素に がで 之が 對ホ 策を 化 究し巧 ホして 搜く 单は當 
がの 本能 的の 備へ V あると 信じて 居る、 其の ザ 例は 主 耳せ にがて アフガニスタン じがて ち 人の 
がに 表 巧せられ て 居る、 や 巧を 巧 巧し 世界 のぞかの 促進 巧 動に 使命を おする 吾が 民族は 時ポ来 
れば重 巧を る 巧 巧を 負擔 せわ ばなら ぬ 事を 確信す。」 

云々 と 典 巧 巧き 抱を の 一端を を 表した。 

〔 H 〕 ビ — ル N. P Beale 

ピ ，ル 巧は 英 巧巧裤 ジョウ ジ •ビ I ル 巧の 短 巧になる 上 おぶな 通用 電お 公词 (を neral Electric 
no . of nhig ud ) の 代理人に て 巧の 寅を である、 住宅 巧な 界 Com を le 街 八が 



ピ 


ル 


ななは 姪を 者 ビ—ル 巧 巧に て英 巧祸义 のま ホを り 0 
ち 巧 通用 電お 公司は 共同 巧界 路 二 一 一一 11 一七が に 
あり、 男の 巧 ホ ビ—ル 巧が 支な 人を のむ。 

副 支が 人は 空 SW 巧に て巧師 おは コ— チャ ギン ス 
キ 、電器 部ぶ 巧は nloyton 氏、 を 計ぶ 巧は チャンドラ 
I なじて 巧 巧 支 巧 おは A . «. 巧 a づ， ar を 巧、 义大連 支 
店ち はさ 3 C 『 P . W . 巧、 天巧义 巧 おは EodieW . 巧て 中 巧 かの おがが 巧に 支店 义は 出張所を 
超き 電 まみの 寅 込み 電氣 工事を 説な ふ 外 じ 十 巧ヶ含 かの 代理 巧を をむ。 

代 巧 巧 左の 化し。 

一. Tho を 3 eral sectric 0C. London 



Pir*dli oo. Ltd. London 

0 百 snb 马一岂 3 & 苗〇〇一 {一一 »3 00 . I ゴ rmi 己 wham 
I^raser & 〔halnl 马 s 巧 3 巧 • Co. Ke ま. 

Tho Express 》 s . s . Li や oo. Lrondon 
Souberson 历 r ミ •ご】. She ま 巳 d 
oho 夕穿 hierea ご >. c. Y. IT . s . A.. 


p ^ 00 


巧 amsome 巧 巧 opler Co. London 
Watson き o Son no • 。〇 至 03 

T^he siemes & General Electric wailway Si 呂た 0? Loacio 口 

11. Perso 口 Oil は acllre CP southpmpto 口 

12. Flex ぞ le steel ド acings 0? ohicago 

13. B を Ish 巧 opes 0? 尸 ondon 

14. 客 £incl 另 stei- Pnd Coventry Pirelli 0? London. (w 上 ) 

s 〕 バ I ン ス N. Bis 

mpip 户7^"- & 上 お 嵩 勢 墓讓 一一と 一一 惑 

， パの 先 上海 電力 含が 技師 

】 公職 お 太 議找衰 なを 貝 

ス 現在 上 おお 力會 社の お 帥を のむ。 


〔 u い ロハ — 卜 • ビット カ — Robert 


B 爱 er 



せ 宅豐巧 ァルバ— 卜を 一ー セ 五が 
職 業 巧み 商 
公 魄 H 部局 裘ちお ユデャ おお 

ビット カ I 巧は 化 ホ 合ホ國 フロリダ •ユ デャ •コロ ニ— に 生 
れ たる 乂國 籍稱乂 人に して 米 固 陸軍 化職將 おにして 現在 ホ 同 巧 
ホ H 部局 義巧 おの 搞义 おおな り。 

篇 巧は 上 お H 部局 寡 巧 おの おぶ おにて 中央 化 火の 巧は おち ビ 
ット カ— 巧で ある。 

本 除は 全な 五十 餘 ぉあり。 

この お 念 操 終は 千九ぜ S 十ぶ 年の 巧卜八 h - k 馬 路强馬 端に 於 
て 巧 はれた る 萬ち お 巧 巧 宵グラ ハム 火 化の 檢閱 式を；：！ 綺太肤 全 
貝を 獲つ たもの である。 

本な は 貿易商 じて アメリカン •アジ ヤ チック •ッ レ— デン グ 

巧を の 上 惡毫 人と」 て活 巧」、 蒙と 會社 Q 支 護 代 巧ち 
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を ま 巧す。 

1. W 吉 ia 吕 S. Merrell 0O. Ohio U. 夕 A. 

2 . を n . NOP - I>ark Mfg op New York U . S . A . 

w. な aye 『 I ま esatiolml Laboratories Chicago u . s. A . 

4. Marrion Lo 吕 bert oo. 穿 Louis u . S. A . 

む.： Kathrino Macdono 互 0? 0 をを 3ia U. S. 

夕 空}? ミ 巧 onn oo. New ジ rk . u . s . A . 

7. FViedrieh 苗 erkenratih oo . Germanv 

〔 M 〕 メ シデル •ブラウ A Rev. Ms を I Brows 

ィ 住ち 卜‘ おお！ 一: 巧 巧 阳惟路 十六 雖 
デ ィ スパニア 巧 妍义人 じして 米网 シン シ十 チ— 巧 速な 
^ る も かにして 英 闽ブリ マス 巧に 移 化しが 网 籍をおす J 
パ 現 略は 西 お路五 00 號 にある 斯乂 かな Oh 巳 - Rachel 
の W な 者に して、 其の 他 幾多 说太 M 族の 聞 おに 公職を 
持ち、 又お太の巧關誌エ スラ へ ル • メツ 七 ンデヤ1誌のをわ人なリ0 

巧の ホ 痕は千 九 巧 一一 一十 巧 年 五月に して •目的は 巧を に 於け る お 太 同族 民の 巧 おを 計り 獨 逸の ぉ 




東 ナチ 巧 動 お 巧者 ハ* ノ — ルの 反み 巧 動に 對 おして 同族 巧の 權 利を 巧 護す るが 命を 带 び、 千 九な 
一二 十 旧年 美田 サイ オニス トを會 本部 饭遼の 化 表 お ペンション •シェ— ンが ± と间 道して 上 おに 來 
り、 爾ホ おんなる み义 民族 お 合 運動の ま 巧を として 活 巧卞〇 巧の 關巧ナ る 》巧 ホの かし。 

上 おお 太な 會 (司を をたり) 

上お篇 太を 巧掩ま 運動 會 
卜：お サイ オニス ト 巧を 委員 
上おオ ヘル •ラ チェルを をを 員 
上海み 太ユ I ス •ナ— ガー ー ゼ—シ ョン 
上 お ゥクライナ お 太み 樂 部な 貝 
巧 太を 巧 民な がな 會 委員 
上な 沿 太 K ポ I ッ化が 部 煩 問 

メンデル •ブラゥン 巧の 巧を ナチ 巧 »お 巧 工作の 指導 糕 神は 巧が 上 かお 巧を 日ァ ストル 巧 おに 
巧け るが 乾に ホの 化き 內 をの 載 太お披 にお ふるが 寒を を 表した 

r 最も 神聖を る イスラへ ル宗 巧よ、 我等は 人生の 拍 化より 巧 太 かを の や 巧の 中に 逃れ 神と 人との 
巧 解 合 巧を ホめ よ」 

人の 植 利を 雲し 安住 S 巧を 連屋 Q 下に 養せられ て 謂 ホる 裏を 短た る 吾等の 票 


を 迫 巧 すれば を 人の 巧、 心に 堪へ 難を ものる るを 覺ん しむ。 

吾人 义 ホの 今日の 問 巧は 吾人 自らの 問 巧に して 人 巧 生活に 神 巧なる ものを 巧夕 する 人々 凡て 
の問迈をり、 拥り難を神の意志に巧應し、 吾人は逆巧に泣く义ホの爲に卜1ラなびタルム1ド 
にお 示せら るる 吾等のを 諷 をる お ホめ 巧を をな がする ことなく 永续 なる 巧 動を なすべき なり。 

吾等の 宗 巧は 巧の 美を 毀損し 神の 舆 へたる 人 巧の やかなる 生を 巧を 剝奪 L 迫害す る ものは 
r ホに 武 巧と 武力を なて 向 ふ ものは がび、 ホを 緋誘 する ものは 其の 罪を 自ら 負ム 可し」 の ィス 
ラエルの 巧言に 依り 其の 罪を を けるべし。 

ち 人 父 巧、 吾人の が 巧に 巧して 神は 天に 通ず る お 門を 巧き をき をを がな す ものは 皆 許さるべし、 
を 世 巧の 人* にや かをる お 太の 神 巧を 弘め なぶを るん ょりかの 意ぶ を 促進して 神の 逆徒を して 
おひな めしむべし」 云* 

此のを 太の か 書は メンデル •ブラゥン 巧が が 巧を 出を する に换 しがな 本部ょり お 巧が た！！： ぶ 巧 
族に 典へ たるを 族 結合 法 巧の 指 巧 巧 巧に して 氏は お 巧 後の 活動は 凡て このを 萬を 巧 奉して 掛 ぶの 
ナチ 極 束 支部の 活動に 巧抗 巧を 巧って 居る ものである (をを の 執 § は ョセフ ミ、 ミ ロヮ ccscph. 
Mimircwer) と 云 ふな 太 かの 化 法 巧 丈で ある) 

が 妃 

ィン デル •ブラゥン 巧は 上な な 义な會 の 宜傳機 M 巧 エス ラエル •メッ 七 ンデャ I ま 掌ぶ 强む人 K . 
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D •エズラ 巧を 年 十二月 一一 百 お-化な ち 同誌のを 巧を お ホして 巧刊 し、 巧巧抵 太の 爲に お焰を みげ 
つつる り。 

發わ部 おみ 一一 一千 部 巧 外な り。 


〔巧〕 レオン • n — シン so ミ Leon Coursin 



上 お 住宅 


共同 巧 巧 愚 巧が 千 一二 百 九十 六が 
ア パ— 卜と號 室 
固 除が 盟 

中 図を 罔巧濟 建設を U 含 合作 負 
水利 A 木が 師 


ン 所巧籍 
; ぉ 巧 

八夕門 

芙 巧な 太 人に てが 盟 交通を む會 ょり 中！： 水利 事 ま 合 

作な として 特派 せらる。 

コ I シン 巧は 中 巧を 巧 巧 巧を 員を の 水が 事業 巧が 合作 員と して 一九 一一 一四 年國 な巧盟 ょり 特派せ 
られ •巧 年 六月 薦 巧な ホ ホのを 所 じ 於け る 水利 主 木 設計 H 措を をを す 0 
一、 み 西を 巧 惠染上 木管 巧 局 (完 巧す) 

一、 巧 法 民生 お 水利 事 柔は帝 巧 ザ 門員オ モデア 巧と 合作 謂 査の上 工事 困 巧に て 中止す。 



一、 甘肃 を水渠 工程 測宜 
一、 衛夏 糞を 渠化 水が 設計 
1 、 黃河 水利 委貝會 捉巧エ おな 化合 作 
一、 梅 河 渡 滞 工程 及 永定河 工程 
一、 河北 龍 風 河 訝 節關門 設計 
一、 薄淮 入海 水道 工程 (楊莊 周 門) 

がの 他を 多の 水利 巧 水 溝を 設計 測を 監を 等に な 事し 居れり。 

中國の水利事業技巧合作なはコ）シン(英)、 ナモジァ(英)、 メ|トゥ|(巧蘭)、ゥェ ンゴ ス(巧 
逸)、 ュ ー マ— ド (が W ) 等 五 おあり。 


〔 W 〕 レ— イ •コウ ヘン！！ き SS Ray を す 0 


女 論 


住 所 サツ ス ー ン ハウス 巧 サツ ス I ン化ち 巧 
載の お 所 共同 巧界 巧關路 一一 110 凹號 
勘 お E - D •サツ ス I ン氏 のが 書 役 

巧 国籍 猫 太 人 S . P . nohen の 娘に て E ，じ •サツ ス 
1 ン务 のが 書と して 巧を 內に 同居し 訪問を の 接待 應 


■ - な 〇 • — 



巧を をし ホ 房 代りのを の 慰を をで ある。 

コウこ » は サツ ス—ン が 行員 S n ウ ヘンの 娘に て當年 二十 八 萬の 美 巧の 持主、 だ ろ， 
サツ ス， ン をの ホが 普を 巧め サツ ス—ン がが の 巧 巧 事 巧に 巧り 中 固 側 巧 人 等の 閒に巧 脚して 八を 
巧 巧に 巧め 中 巧 建設 お 公司 热經 巧ぶ 子な とお 意の 間柄で ある。 

巧は 常に サツ K , ン翁 G な 室に が 巧して 事務所には をを 見せず 翁は 羯畫 雲で あるから みの 
巧り を 化 話して 忠實に 働を 給ての 切 遇し 一切を ま 巧せられ て 居る。 

巧の 期 巧は 大巧 光瑞 師の 巧子雜 のかを ものである 0 

〔口 〕 ゼ— • n ウ ヘン J. Cohen 

住 宅 上海が 巧 巧 W すを Say Zoo 巧 二 一一 一二 
ゼ を柔所 巧 川路 一 w 九號 ニニ ー九が お 
. 公 腺 上 おみ 困 居留 お 聯合 會を員 
^ ポ— ランド 系巧國 おお 太 人に てを 派は 才— ヘル •レ 
ン アー •シナ ゴ I グに 巧す 0 

コウ ヘン 巧は 大美 かまな の 支 巧 人に て 巧 巧は ポ I ラ 

ンド系 お 太 人を り 墓は 共同 巧 器 川 お 一四 九 巧に t 實奚人 ー セ 名を りを 部お义 人. て ある。 




かのち 名は 历 ritish 巧 decation 巴 旁 ency とおしを 実科 目は 巧 品を として エお なの 通 信販 寅を を 
みが 巧 巧 本 等を 支 巧の 単 巧に 納入す •其の 他を 因の 活動 フキ ル ムのお 入 巧 化 ひを なし (British 
Film no .) 又 ベン ネット •ヵ レジの 巧 巧 事 巧巧扳 をな しで 居る。 

コゥ ヘン 巧の な 巧は 上 お居 留ホ岗 人が 合會を 負を 巧め、 エ 部局 巧 參事會 巧 遇擧の 松は 例年 逃を 
をむ にお あせられ 教 ムに述 巧を なして 居る が 巧の 娘 サリ ヤ •コウ ヘン 巧は 父と 共に 逃擧述 がを ず 
俾 ひを がか 宇 巧閒に 記事が 出た 掌 あり 政治 問 擅の が ホを おち キリスト おか 子 お 年 含に 謀 放に 巧く 
^^がぁる、 親子共に巧動家でぁる。 

〔22 〕 ラエ • n ウへ A 度 Rae をす = 





化 所 西嗦路 第一 弄 六 no 號 
勤 先 亞細地 お 油 上 お义店 
英国 豁 おぶ 人に しでみ 娘 化れ、 巧 摧乂學 を 卒業す。 
巧 細 盛ち 油の 電信 係りを かむ。 

當年 一一 十八 巧。 

コウ ヘン 煤は で 九： 白 S 十四 年を 港大 學をキ 菜して 上 


おに かり おみの 伯父 伯 巧の 家 西 摩が 第一 弄 六 四 0 がに 寄 常して 亞が亞 ち 油 上 お 支店の 電が 課に が 


巧す (巧が 百 セ 十五 巧) 

彼 ホの 父は 香 巧の >arorl Sassoon ouhbay を かの セメント エ場な 如に して 皮 かの 實兄 コゥへ 
ンは Deiv ミ Sassoon 0 O . に 巧 巧し 吾れ り。 

コウ ヘン 錶は上 お 巧 太 チェリ テ— な會の 幹事を 巧め 父 お 巧 民な き •なお 音 樂问が 會ナ— ヘル • 
ラッセル •シナ ゴ—グ のをな 等 幾多の 巧 巧 お 巧を ながし 同族が ホ 巧に 化が として 活かして 居る が 
巧 ホを では 重 巧 ジョン ス 巧の 信任を をけ 一切のを 信 事# を擔當 して 夏る。 

化 ホは お ザ 日本に ち 巧 旅 巧を なし 日本風を のが 巧ち である" 


径 I 


ズ 


ラ N • 田 • B • 田 zra 



住 を 上海 其 同を ホ 西 摩 路义平 巧六號 
0 柔雜誌 渡 巧 
巧 巧ぶ 唐を 案 


ズ 


アラ ビヤ 妍义人 英巧籍 

ブ 昨年 十二月 一一 一日 年が 五十 セ おにて 病 化す。 

エズラは 凹 川路 一ー ニ 110 がに 寧 巧 巧を 設け 本柔は チヤ 
ィナ •バレス タィン 贸る 巧を 巧む も 巧は 上海 お 乂協會 の宜傳 巧を 其 長を 奉じ 同 會の巧 外を 傳@閱 


巧 エス ラエル •メッセン デヤ— 誌の 發巧 人となり 自ら ホ 掌を 亲 ねて 巧た、 其の 他 中 巧 造を 巧の 外 
人 部 支配人と して 所々 の 建築 請負 入 化に 加は り 彼が 建築ぶ 面に がて 大きな 化 事を なした のは 化が 
州路 河岸の エム バン クメント •ハゥスの 請負. てあつた が 自ら 設計す る 能力の 所 おおで ある。 

エズラ 巧は 夕< 日本人 知己を 有し 雄 誌を 行人と して 知られで 居る が 彼が 连集 方面に 又な 治 方面 
に 巧は 浴 太 人の おか 人と して 明暗 お 面に 活巧 しつつ ある 人物で ある 杂を 知る 日本人は 巧で ある。 

エズラ 氏の 日本 巧 巧に 於け る あ ± あ 門の 知り 人は 田 中 巧 (か 人) 熏化 (外 巧) 小み 部が 古、 衫 
ぜ暢义 が、 河 上 巧 ± (ぶ 巧の) 林 樓助巧 等の 外に お 代 上 おにを 剤す る H 木祐巧 事は 大巧 エズラの 
知己で ある 〇义田 セ太郞 、おが 巧 乂郞巧 等は 特に 親を ポ あつた 外に 往な 文 件 も 幾多を され 其の 內 
巧が 時々 エス ラエル •ィッ センず ャ— 誌に 巧 載せられた 事が ある。 な 中 ま 光 (ホ官 時代) なとは 
特にを 巧 あり エズラの 波 H と 重 化 氏の 會兌 はを 巧 おせられて 居た が、 エズラの 巧 日 目的は 满洲闽 
にお おを 巧の 入 苗と 化满に 於け る 巧が 人のを 案に 閱 する 巧 渉が 主なる もので あつたと エズラ 自み 
ポ 語つ た事ポ ある。 

エズラの な 巧は おぶな を、 お 難民な 濟會 •な舆 なを、 ォルト 社 •ォゾ せ、 な會 委員 會、 W 3 己 
with 、 稱太 デフ エンスな を. クリニック 巧 巧 部 巧々 十餘 化の 巧 巧に を 具と して 関係し 其のみ 力 巧 
かをる 彼の 巧 巧は ホ おな ものであつた。 

エズラの 巧 日 



上 おのな 太 人の 中 最も 果 人に 巧 近し 义 巧く 日本人の ち 短を がへ て 交な する をは 彼れ エズラ モ 
にて、 巧洲函 出現 後は 特にみ めて 円本の 巧 巧に 巧 近し、 上 おじ 於て は 柬巧問 文 善ち H 本 キリス 
卜舟 年會等 V 度々 講 巧して 日 おの 巧 交を 說 き、 又大 連に 巧 惟せられ たる 大亞が 西を 幾には お 文の 
規辭め おを お 巧を 寄せ 「東洋 平 巧の 熱烈を るな 力を でぁる」 と通吿 して H 说巧黄 大亞か 西 建設を 
唱 違した が 一 巧化巧に於ける共をぶが睾と巧太排巧がをり (白を人杜會から) 巧が巧日^>{^吏 
の 彼等に 對 する 措置が 沿 太 人の 不で ミて 現た 同が に H 本當 局の 方 かが お 太 Q 满 がを 入に 反 
巧の 意 街が 表 望ら れる や、 彼； ラは ハ ルビ ' S 是舊囊 島に 直 巧抗謀 裏を 資し、 上 管 
本 巧 巧 事 C は 自ら 祟」 て抗 謀を 巧 出」、 まは 本ち 廣巧 C まは 又 ホ を勒 4」 了 駐ホ異 I 
大使に 抗讓を 出さし める 等な ての 接巧ぷ 動を 試みた が、 其 等の 運® は 巧 巧な くして 化 满の排 猪 運^ 
動 化が として 巧は れつつ ぁるが 態に 巧し、 上達 太拍會 はお— 謀を 銷き 討論を 巧つ たお 累乂 
の 巧渊乂 巧と 巧 ま 計を は 巧 望に して おおを きものと 見を しを つけ、 化が 上 おお おの 巧 n 感が はお 
化して 巧 日の 親 H は々 曰の 排 H に 狗變を 見る に 至り、 昭巧十 年 I 一巧 號 エス ラエル •メッセン デ r 
I 巧には 巧 洲因目 系な 吏の 巧な と H 本 ボ部當 局に 巧す るな 巧なる か夕だ 事を が 載し、 ハルピンの 
Angdvish 巧を を liin 了 • S • S ミ お 人) 穿 erring 木な 巧が 件を 替 にして 辛辣を る論諷 をな 
て ホ 巧を 抬 《、を > 日を 巧」 て慧的 震を 表明」、 巧 太 Q 多角形 人格を 盞&く お 巧す るに 

至つ た。 



其の後 エズラの 日本人に 巧す る 言動は 一巧し ホり すが 人の 度 化 間 « に對 する ま ホ 里 巧の ま 面に 
巧 巧め 工作を がるに 至つ た。 

左記は 昭巧十 年 二月が 爾夕 にがてを 巧され るを 太 生活 報 •* 出 arbi 口 Jewiahlifb- •の 十五 通 年 記を 
に 巧して エズラが をれ るが 巧 か » 文の 巧 課で ある。 

「ジユ ゥス ラィフを が一 月が をな て 第 十五 逊年 記念：！ 一を がち せらる 事は 極めで ま* の滿 足す る 所 
なり 0 

が爾 寅せ せお 太 人 及び か 苗に 辟 巧す る 凡ての 吾を 族の 擧げて 喜ぶ ぺき义 お 萬 深を 記を をり、 吾 
民族は 何度に ありても、 少數 をる ま おが ポ巧 なせる 智說 をな て 生 巧 «濟 平 巧 岡 爭の爲 めに 戰ひ過 
去に がても 巧 かにが でも 巧 力す るで ちらぅ 同族 おの 誇りに して 存せ のちめ に 同な ホる 手段に 化り 
て、 田爭 せられ 試な せらる 可き V、 生存の 權利 生活の 權利 巧爭の 自由 等の 责 巧は 神聖なる 同族の 
ホ 同责巧 V あると 共に 其の 共同なる 喜びな り。 

吾人の かる 在 满が巧 風 & の ホ 斥 お あは お 史 に紀錄 せらる ぺ きま 等の 生存 獲の 否 班に して 今やを 
巧は 神ょり 巧 巧 巧 巧に 巧抗 する 吾人の 義 巧を 巧が 巧ょり 巧稱 せられ 居れり。 

吾 民族のを ホに がける 巧 急 危梭は 巧が 看 通し 能は ざる 巧に して 搪 太の 理 あを 回 届し 白日の 下に 
か 舞しつつ ある お 像と 化 巧に 抗爭 せざる ベから ず。 ジユ ゥス ラィフ 誌の 十五 年 おを に 對し巧 刻を 
る 規辭を ましみ 义の 生活と 理巧 にがて 最善に してな 巧なる 吾徒烫 ちの 魂に ち 巧せられ つつ ある 生 



存の巧 ホを 續續 すべき 事を 謹吿 す。 自 ホと 田爭 、ホ 世 的田爭 、巧 巧の 田爭 は' を 人^ かが. にして 之 
をホ«ホなせしむるは吾人の義巧をり0」云々- 

エ ズ ラ は五十セまにし て巧巧あ冒に巧れ彼の^^は息子に繼がれ家族は尙上海に巧住す〇 

〔抑〕 七 シル •エズラ Cecil Elm 

H 住 宅 か 巧 巧 溝巧路 一二 〇 九號 
セ 事務所 共同な 巧 九な 化 一充 〇號 
ル な か 巧 おな 府實ま 部瞄問 
* 巧 网籍搞 お 人に てで 巧 巧者と 稱 せられた る エド ヮ I 
ブ ド •エズラ 巧の お 巧な り。 

現在 兄弟に てが 康ホ 行を 捣巧 す。 

七 シル •エズラ 巧は か エド ヮ—ド •エズラの お 男に て 現在 ホ问 が 巧 九化路 一ぶ 0 號に兄 ホ 合 ま 
の お康洋 がを がを し ± ホ、 信託、】 が 商 導に 從 事しつつ あるが 夕く 南京に おりて 洋 がは 貨 ホの デ 
ン ジル •エズラ 巧 じを せで 居る 0 

巧巧洋 巧の 內 をは 合 ま 一一 一十 巧 巧と 稱 せらた 兄 セシル 弟 デン ジルの 外にが 琴、、 セス エド ヮ—ご 
エズラ も 共同 単柔 にか 入し、 A 巧 管 巧ぞ配 人には IsaachSamso 曰巧ネ をし、 庶 ぉな ザ— ルタ D . 



2 o ミポ がな ひ、 信託は デン ジル •エズラ 自身 ポ巧當 して 居る が、 兄の セシル •エズラは 國巧政 
府を実 巧 顧問に 巧 巧し 巧 そ 巧 固の 巧 巧、 金 他玫治 方面に 巧 巧しつつ あり、 兄を ホに 巧 巧 家で 

ある。 (エド ヮ I ド •エズラは ハ— ドンと 共 じ 上海の 
窩 豪で ありまを 千 萬 巧と 巧せられ たが か 年に 至りが 
ぶが 引 じ 失敗して な诺 僅かに 111 十 萬 巧を 巧して 化 亡 
せり)。 

セシルは 巧 馬 じ 蘇 中し 一一 十 頭の 馬を 持つて 诘 るが 
彼の 專巧巧 ホは 中 英が款 理專會 ぶ 國巧樂 マ— シャル 
巧の 息子に て 巧 京 豆の お あを 持つ マ— シャル 君に て 巧 年上 おを 馬 化 樂部ク I ギ—盃 巧 馬 じ 優 巧す。 
窝眞は 巧手 南を 豆と セシル •エズラ 巧 

〔 W 〕 デ > ジル •エズラぎ を 巧3 

住 巧 かを ホを 巧 巧 一二 0 九 巧 
巧 実 巧 共同 巧 ホ 九 化かな 五十 號 
事 巧が 九 だか 花 nt ビル ーニ ニが ま 

巧 巧 太 人に て袁乂 セシル •エズラと ホ 同な をに て 巧 資す、 えは 因 民を 府夕 業が 巧 問 ホり。 




デン ジル •エズラは エド ヮ I ド •エズラの 二 巧に て 
上海に 生る。 

父' エズラは 巧を ホ 目 巧を 南京 路 方面の 大地を として 
百な 長 おを おはれた ポか 年は ホす 巧 引の 失 おにて がを 
ミを 失 ひ 僅か ご 一十 巧 巧 化を 兄 ホー ー人に み敢 したと ちはる 
ポ デン ジル •エズラ 巧は 其の 一一 巧に 當る 息子で るる。 
巧 庚 洋行は 兄の セシルと 興 同が ホの 店で ある ポ營柔 科目は 主 化 旁 買、 倩 託 及】 が 巧 事で ある。 
巧を 巧爸巧 おに 巧と 兄 ホ 同居す。 



〔巧〕 イング ラシダー Rabbi D • 田ち ぎを r 


住居な 
事を 巧 



ィ巧柔 


上淮化 お州路 エン パン クメント ハウス 內 
お 太を の 講法使 

千 八 巧 八十 五 年 バグダッドに 生れぶ 酉 巧を おする お 
太 人を り〇 パレスタィンょり 昨年 かおし、 極東 同宗 
族の 中に 巧 太を の 巧を 說く まか 家に して 信用 おし。 
ィング ランダ— 巧は パグ ダットに 生忙 、ヘプ リユ 



1大學卒柔後英^1^巧に巧學しレ| モ ンドまの化巧をさけた夕 なヴインナ大>の巧；^5|^と4ク 
てせ 巧し 千 九 巧 十 セ 年 パレスタインに JI りみ 乂大學 の iisn ^ と& つち イング ランダ I 巧は お ま 主 
義 おにして 尙妻 巧せ ず 宗教 生活を 熱ん に 《けつつ あぇ 千 九 写す 五 年 パレスタインな 在ち 因る 
巧 妻 具 ア—サ I •ゥオ チ ヤップ ス 巧ぞ (Lieut General Sir >rthcr wauchaps ) の 倩 任を をけ てを 
巧が 治府 のを 裘 にお 麻せられ、 が 巧を 扶 けて 巧 治 巧 行なの お « にを與 し、 アラブ 民 巧との をを M 爭 
問題に 巧 力して 乎 おを あげ、 巧 田を 巧ょり 巧 巧* 因 まは 巧 巧 化に がける 巧 太 人 社 會に宗 を 讓法使 
として お 遺せら るる 事に をつ た 〇イン グランダ I 巧は 英巧 ダ— バン 港 (アフ 9 力 束 お 岸の ) にな 在 
する 事 二 年に して 巧 巧の マドラスに 轉じ 昨年 四月 上 おに ホれ り。 

巧は ホ活 後上 おみ 太と 巧 お 脚な ある 化 巧が 爾を 方面の 巧 太 人 及 西 比 巧亞を おのを 太 同な 族の 生 
巧狀 巧を 視 をの 上 シ ベリ ヤな 道に で パレスタイン にが 田す る 巧を にて 昨年 八月 上 おを 沒化 しが 爾 

をに を さたる もがが 入国の 託巧證 巧が をち 紀 せられ 巧 
i ぴ上おに引おし化にて9^8{巧巧巧巧にないたボ本年六 
ゥ巧 中に 上 おに 歸 巧の 答で ある。 

パ 因 じ 記す 「イング ランダ I 巧の 生 巧を 一切は 香 巧の 
プ ま 巧 E. S. W ミ 30 nd 家ょり をが せられて 居る。 

をちはイングランダ1を信をするパ レスタインまを 



デン ジル •エズラは エド ヮ I ド •エズラの 一一ぶ こて 
k 海に 生る 

父ェ ズクは あ 化み り 化を 巧な 路ぶ がの 人 地ぶ として 
巧 巧 おおを おはれた が晚 年は かぶ お 引の た败 にて が选 
をた ひ傕 か； 一ー ト 化か 化を 化み < 一八 じみ 耻 したと. •ム はこ 
が デン ジル •ェ V う 巧は おの 二 巧 じ 化るな .ぃでるる。 
が 化げ いは 化の シルと 化：！： 輪 巧の 化で るるが 巧ぶ が：：： は k 地 巧 U 化な 一が 巧 お である。 
邮机がが艰路じ5^と化ホ：1;がす 



〔の 


ン グランダ — ミ bbi D. m ミ fan を r 



w w が 卜-お 化 蘇 州 路てン パン クメント ハ- ソス巧 

僻 業 娇 ぶか C 诚化化 

で. へ.，：：！ 八十ぶ 年 バグダッド じ：^ れ央网 鉛を 如ず る搞 
ム 八な り。 バレス タィンょ 〇 昨が 來 泡し、 捣巧 M ぶ 
がの 中 じ衍义 をのぶ を 能く 巧 かぶ じして U 川が し。 
ィング ランダ— 巧は バゲ ダット じ 生れ、 へ ブリユ 


り J 



I 大巧 やで 巧 おな 倫な に 巧 巧し レ— モンドを の 化 話を 受けた が、 巧 ヴィン ナ大每 の 助を 授と をつ 
て お化しで 化； 円 十と が パレスタィンに W りおぶ 大巧の な授 となつ た。 ィング ランダ— 巧は 械 .类主 
巧ぶ にして 尙若帶 せず ぶか 化 巧を 熱ん に紛 けつつ あり。 卞九巧 二十 五が パレスタィンな 在英 巧 お 
巧を け ア—サ I •ゥオ チ ヤップ ス梓ザ (ごさ* を ミ r 已 wir Arther づ、 au をぶ るの； 巧を でけ てぶ 
巧統 ホが の參ぷ じ推谋 ホら たが： かを がけて が ホが 行政の お 巧に 參與 し、 アラブ K 化との ぷか關 巧 
の 趙に巧 如して f おを あげ、 お 闽化府 ょり 巧が 喊巧 或はが K 化に がける 搞乂人 化な じぶ か 譜化化 
として化ぶせらるる^じなつた。 ィングランゲー巧はホがダ|バ ン视(アフリヵおおがの)じな化 
する が一 一が にして 閒 化の マド クス じ轉じ 昨が 門バト •拖じ がれり 

巧は 来 お 巧^ お拆 ぶと 帘巧削 係 ある 化滿 がが 货ホ がの 辭义人 及 阳比利 巧み 化の 搞义 w ぶ 化の 化 
巧が 化を がを の上シ ペリ ヤ錢 ぶじて パレスタィン じ邮 巧す る祿 ぶに て 昨が 八：：：： トー おを 巧 おしが が 

巧に 化すた る も 蘇聯人 岡の ホが 迸ぶ けを が 絶せられ 冉 
び k 施に 引返し 抓 じて 印度 經か 31 巧に がいた が 木が 六 
り 中 じ-^ おじ 細 巧の 冷で ちる。 

闪 におす 「ィング クン ゲ I 氏 C 化 巧が 一が は爸 推の 
プ み 巧 M . 》 ミ 50 n {一ぶ ょりぶ 附 せられて がる，、 

ながは ィン ゲラン ダ J を じ 化する パレスタィン をに 
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巧 治 巧のを 巧 巧を を ァ—サ I •ゥォ チ ャップ K 陸軍 中 巧 ド p ぎ Arther Wauchaps 
ホ 軍は パレスタィン にな 在して ま 巧 巧 あ 巧 巧を をち 亩 する のみ をらず ± 耳 ホの ケマル パ シャポ 
蘇 W の R 巧し V 巧 巧 會せ其 他 巧 田 ま 本家を 壓 ：！^ るな 巧 あり 之を 牽 がする 爲め化 回敎運 « の 再建 
をを 巧して ケマル パシヤを 巧壓 しつつ あるが 拍ま である。 

〔巧〕 スタ— リ >グ •フェツ 七シ デン 望呈ミ P 8 きを n 

住 宅 が 蘭 西を 巧 長 賴達路 六 八 セが 
> フ 巧 巧 共同が 巧ェ 部局 事務み 長 
パパ 本 巧 义闻 の辫塞 ± 

グン 

パ フェツ 七ン デン 巧は アメリカン おお 人に て ェ巧局 事 
巧な 長 支 巧 巧と 情意 巧 合の おおを る 人物で ある。 

フエ セン デン 氏は ホ 闻籍お 太 人に て 本 菜は 寫護 ± である。 巧は ち 巧 ホェ巧 局巿を 導會溪 ちを 化 
めた る 第二 入 目の ホ 巧 人に て 第一 回の 裘 おは 今ょり 五十 年 巧 一八 八 一一 一年 PC 左 en 巧當 巧し 其のみ 
のを 長は フェッセンデン 巧、 現在の フランクリン 氏は 乂因 人を ちの 第一 二人目を り。 

巧は H 巧 局 事 巧 接 長と L てェ 部局 巧を 事 巧を 隹 巧し $ 巧 萬 五 千 ホの なが ホを り。 

‘ 巧が 米 巧 人 V みるに おらず ま租 ホを 時ょり 引 巧を て H 部局 最 なが 巧の 職 巧を おおして 尙 今日に 




及ぶ 所な は 上 お市 ポ巧 太に ょつて 建設せられ たる 巧 太 巧 巧で ある 特質に 於で 巧の 人種が 同族の お 
お 人で ある 事に 起因す。 何 巧なら ぱ巧を 事 含を 構 巧す る委 貝は 上 おの 大责柔 を 若く は 其の 代 巧を 
をる がかに 法 巧 せらる を 貝が 酱太人 ばかり V あるが に フェッ 七ン デン 巧の 生命が あるので ある。 

巧は 巧 困 セ 年 大陸 巧 (チャィナ プレス) のがを 者 ェド ヮ—ド •ェズラ 化 t 後 同 ホの 後任れ 長ソ 
フェ ャ I 巧を 助けて 自らせ 長に な 巧して なをを 掌涅し 特に 同 巧の 每金嚼 0 朝刊には が お 特別 视を 
設けて 宜巧お 事を 巧氧 した ポ •本 巧の 拍刊を ポ袜日 まの 卜 I マス •ミラ I ド 巧 V ある だけに お 曰 
問 おの お 事 取 かひは 兎角 日本人 化には ち 利でなかつた (現在に 於ても)。 

.フェッセンデン 巧は 外 困 人の ち 上海に てみ 年エ 部局に 髙 がを 食ん' ており 巧當 おが もを がせられ I 
不動を を 巧 ま 巧 有しつつ ある ポ 、を 近特 ち 問題を をして 居る 西區の 外人 勢力 地帶の 中には フェッ I 
セン デン 巧の M 巧す る ± おみ 巧 も あり、 問 巧の 巧涉ボ 兎角 まが 巧と エ 部局 側の お 調合を の 爲め日 
本化ポ 不利に おつて 居る ミ 面には エな 局れ 表 おの フょッ セン デンと 主 巧 巧を を かの 利害 關 保が 巧 
つて 居る とならる 0 

S 〕 フランク リシ PS. で吕 星 n 

住 宅 ジョル ダン •アぺ こ ユ 1 110 0# 

•が ま 辫護丈 



統治が の 貼な む 化 巧 ア—サ I •ゥオ チヤ ップス 巧が 中が 尸. G . を 『 Al - the 『 wauchapw 

がが は. ハレ スタィン じ駐 巧して を 巧 統治が 巧を を監 巧す るの みならず A ザ ホの ケマル パシヤが 
が聯の 腰が し •て がれな かが 化 お网み 本家を 巧迪 する 傾 おあり 之を 来 制する 巧め 州 凹を 迷 巧の- 冉挫 
をぶ 策して ケマル パシヤを 抑 化しつつ ある 辣晩 ぶで ある。 

〔 M 〕 スタ — y シグ •フェツ セシ デン wtifiin 《 Fowwesdell 

化 ぶ 佛關 •の W が K 賴注路 六. へと 號 
フ 職 撲 比：！： M がに が W が 巧 紙 じ 
パ 木 職 ゎ 阿の 姑 誰 i 

グ フェッセンデン 化は y メリ カ.， 搞た人 じて c が W が 
巧 おお 支卿侧 とがな おた のをが なる 人物. て ある 

ッ てた ン デン 氏は 來间热 約 乂人 じて 木 おは 辯懲ん である 氏は おがが じ 部 W 市を がな ぶじを 勒 
めた る ホー ー人：：：： の乂 2； 人 じて 巧 一一: のぶ-山は ク ょりぶ 个 が 前 一八 八 S 年 ご ミ 12】 巧 巧 逃しが' の 次 
のぶおは フェッセンデン 巧、 が 化の フク ン クリン 氏は 米 巧人ぷ おの 巧 三人 ぃなり 
氏は H が：？ が 巧热お として： しが W いむ^ 巧を 總巧 しがが W 街 五 千 弗の な 給ぶな り。 

氏が 乂网 人で あるじ 拘ら ず义が ホな 巧ょり 引 おきて H 部 村 姑 なげ 部の 喊稚を 化 持して 尙 々 U に 



—— 則 


化ぶ 所 w は k お市が が おじょ つて 巧ぶ せられた る お 太 巧 巧て ある 巧 巧 じがて 氏の 人祁 が： i ： 化の 姑 
た 人-て あるが じを 闪す 。何故ならば 巧參 がみを 構成す るを 員は トー 編の 火 巧 裳ぶ おくは 化の 代辨ぶ 
なる がな じ 遇 巧 せらる ぶ U が お乂人 ばかり V ある 所に フェッセンデン 氏の 化な が あるの •て ある。 

氏は 阿 じ年乂 悼が (チャィナ プレス) の 所がぶ ェド ヮード •て ズク-化 じ 巧 W かの 巧 化か お ソ 
フ ェャー氏を助けて円ら化おにが巧して指巧をず扼しおじ：1:紙のいがな峭=剛けじは衍た巧別欄を 
ぶけてな俾記巧を摘がしたが‘ 卞紙の創刊ぶボ排〇夕の卜！ マ ス • ミラ—ド氏てあるだけじ對り 
問 姐の おがが 化 ひは 兎 巧 H 本人 侧 にはが 巧でなかつた (お 化 じがても)。 

フェッセンデン 氏は 外闷 人の ぶ卜； おじて ぶが： しが：？ に.： I 給を なん vw り W 化 お M もぷ がせられ 
不動. 施を 和 巧 巧が しつつ ある ポ 、於 近 巧が 即 姐を 化して W る阳 がの 外人 勢 幻 地 帶の小 じは ソェ ッ 
セン デン 巧の 關係 する + •地な かも あり、 叫 化のを がが 巧 巧 义那侧 とじが：？ 侧 C 晚调 なな C はんり 
本侧が •小利 じ おつて W る衷 曲には H 部 W 代ぶ ホの フユ ッ セン デンと も-地 おる おかの 利が 脚 化が 蜡 
つ て w ると=5^りる； 

S 〕 フランク リ A C. S. Franidi 。 

化 ち ジ3ルダン-アぺこユ1 二 00 號 

•職 ぶ辯遽 ± 
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巧 先 W. 出. H ミ riagton 法律 典 巧 所 
公 巧 上海 共同 巧巧ェ 部局 市參 が# 蘇ち 

一 八九二年义田ミ シ シ ッ ビ 1州コ ロ ンブ ス に生る〇 
一九二 一年 お療时 二 九 年に グラス •チェ スタ I マン •リ— 
と 結婚す。 

現ェ 部局 巧を 成 會謀お 

フランクリン 巧は 現 上海 巧 ホ エ 部局 市を 事含裘 おとして 巧 巧が 化樓を 挺る。 

巧は 木 巧 辯 護 ± にて 一九二 一年 来 支し ハ— リング トン 巧 辯 護 丈 事 巧 所に おめ ク H をに 數回 巧を 
ザ會 員と して 巧が アメリカ人を 代まして かホ节 巧に 參 がす 外に 巧 お ホ 巧 人を 化两 巧に 巧 ネ關お 
し アメリカ 巧 萊み謀 所、 佛葫两 商業を 謀 所、 上海 競馬 化樂 部、 巧巧兢 馬が せ、 上 お 城跋貪 等に 加 
入して 名を 知られて がる。 


〔巧〕 V フイ— •フイ シケ ルス テイン 巧 Sophie Fiak を ミ n 

住 所 佛租巧 6 B 巧 ミこ 95 巧を Ghisi 
の 先 南 巧が サツ ス—ご ミ 洋裝店 

南京がサ ツ ス ） ン ビ ル 1 辟に 〇と〇だミ と巧號するお人洋化巧をが巧を本まは ビ ク タ I • サ ツ 



げ佈 ン イチ スル ケン イブ 


巧 巧 籍稱太 人な り。 
ホが のソ フイ I 
左 ホの アン ニ I 


ス I ン卿 であると 同族 人間に みせら る 日 


〔洗〕 アン ニ— •フ ィンケルス ティン 讓 ミ nie Finkeln 

住 所 佛稱ホ 0 B F*oss 1 ミ 巧す Ghisi 
巧 先 巧 川が 一巧 九 コン ネル 兄弟 巧 會巧香 

がと 共に 巧 租界 巧を Ghi も 一九 五號 パス 六號に 住居し 四 川路 一四 九 nomlcl 一田 r ミ her no. の 
巧菁 をのめ 兄は 倫な サッ ス—ン 本部に のがす。 がが 二人共 美人 じて 外人 か會の 化が として 強がれ 
て 居る。 

〔の〕 モント ゴメリ I •ヒ ユーゲ ツ七ン 穿き をな Montgomery K. き gessen 

ななは を ホ 英巧大 化ヒユ I ゲ ッ七ン 巧な り。 

U ユー ゲッセン 巧は 昨年 网月 前任が 阁乂化 ヵドガン 巧の お 任と してせ 巧せられ 夫人な び 令讓二 
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人の 巧 人家 巧 V ある。 上诲 おお 人は ヒユ— ゲッセン 大 
使の 來 支を W て 二人の 稱乂 人の 大使 ポ あると 自巧 して 
- 居る。 今一 人の 大化 はな 華 佛蘭两 大使 ポール -エミル* 
ッ ナザ I ル 巧で ある。 

ン ヒユ I ゲッ 七ン大 化の が 巧は、 最近 中 図の 諸事 業 
巧ち 國家途 な 計壺と 英网巧 本の 閱 係を 凹巧强 巧なら し 
め > 巧 治 的 工作の 進行は 勿論 經 巧な 本 期 係に がて 英支 巧闽 巧の 融な 發展 におし 巧の お 巧は 正に 適 
が 適所の 巧が ある。 過去 二十 五ヶ 年 閒の中 巧 ぞ命お 政け 代に 於け るが 岡の お 支經濟 提携は お 介 お 
巧樓に 巧す るち 本 罔 保守 閲 資本を の 巧な (材 が黃么 借款 等) 範阁 じめ てを 涉が 保たれで おた 槪巧 
ポ あり、 前 巧 ラム プ ソン 公 化の かきは 化の 朋 係の 上に 立ちて 英 巧の 巧 支 政 巧 工作を 進めた る 代 ま 
ホ V あつたで あらぅ。 

がしながら 中 巧 建設のを おはな ホな 構が お 巧よ U 訓玫 へ訓を 時代より 患な へと 進む じ從 つて 义 
建設 諸般の 举ち巧 巧 じちち ぞを 巧が し、 化巧投 まの 巧を は玫 を 巧 照と せず 闽 おを おみと して 
巧 はれ、 法 巧に 言へ ば 「巧 かおは おくと も 外 固の 巧 支 借款は 危 格を 感じない」 释 ぶに 中闽 がかな 
化せられ 巧 ホが 夕 的に 巧 化せられ 行く 趨巧 にあり、 建設 事業の 性 貧 も おな 法より 巧ぶ か 會の計 ま 
へと 盤が し 無限の 開 巧を 本を 娶 ホす るに 至つた。 此の 转换 におして 义 一: 從來の お 支 おがな 策も义 


1 ちしてち本困の巧謂官一^本閒の巧支投まょり漬法政策へと進み、 現おおぶげぉのを本利用に 
ょるが 支 積 巧的投 をへ と 境 調す るに 至つ た‘ 現在の 對 支巧按 おを は 即ち 其の 其 お 化で あるが、 姑 
太 巧 本 閒の對 支 お資を 利用す る英閔 な 府ポ 其の 巧を のをを 掩護と 四 滑なる 經が發 おを 化 護す る爲 
めに なま 大化 にお 太 人の ヒュ I ゲッセン 大 化を 巧 命した 事は 寧ろ 當然の 事であって、 又斯 太財閒 
ポ 大使を 巧菩 して 歡迎し 得意になる 寧は 何等の 不あ 謹は ない。 

巧くて 中国は 政治 經巧巧 巧に 於て 始 太の 資本と 椎 力に 披縱 せられで 巧きつつ ある。 


〔抑：！ マスリ—® 含 上 巧 代理店 susry Trading C0. Sh きを Bi を 呈马 




於 


K ぇ J 

yIP 


巧 菜 所 お 间巧巧 叫 川路 六ぶ 〇 ホ 

マ 代 巧 人 モハメド •ダウド 
K 本 店 巧が カルカッタ 巧 
9 日本 支店 神戶巧 
- アラブ お义 (英国 籍搞义 人) 

巧が じ 本店を、 上海、 神戶に 支店を 脚設 す。 


巧 眞は巧 巧の 本店 ま マスリ ー 巧 (P ミ ご’) 

マスリ ー 巧は 英困お 太、 出生地は 英闽化 護闊ォ マンの マスヵット 婚じ おる。 
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印度に 本店を 有しを を 五十 巧 弗と 云は る。 

上 おに 代理店を 置き 日本 お モス リン 販資 をを み 神戶の 代理 巧は 昨年 十】 巧 支 巧に お 革し H 本な 
の 巧 外 貿易に 從 事し 印が 方面より 中 か 亞が亞 に H 本 品の 販 をを をす。 

氏は 昨年ち 化を 利用して H 本の 商 H 菜を お 察しての が 途上 おに 立 寄り 稱义仲 脚の 歡迎 を じがて 
r が來の H 巧 交る のを 望を 說き自 みは 之に 全力を 集中す る」 と 語つ た 事が ある 


〔汾〕 . ハ 


ツクミ orink 


事 巧 巧 黄 浦 巧 路二七 ジヤ— デン マ— ソン •ビル 
パ 內 

卜 任務 駐 華巧阁 信用 貸款局 代表 
ッ パトリック 巧は お 阅のお 丈 输出倩 用化證 巧より 姑 支 
ク 代を として 本年 一月が 巧す。 巧の 事が 所 内 じは 英酉 
貨 策が 合 會中巧 特別を 貝を が 単 所を 併設す。 

パトリック 巧は 英 固の 巧 ま お出な 川化證 局より ぶ那駐 剤を « として 上 おに 派 遺せられ. 本年 一 
巧が 巧して W 來お 江上 ホみ 地、 西南 ホ 地より 聲化 方-面を ザが 稱を になき 中 凶 おみ 述設举 おを 考 
巧した が" 巧は 英國貪 業 w 合を 中 巧を な 會上お 事 巧 巧の •ハ ロック Pallock 巧を 同が した。 



中 困 建を にお 用す るが 巧は 内 元を お 巧と して 姑 太の 資本 曲 化 表 サッ ス I ン がが 證裘書 人と 
なつで 仲介 梭 M をを して 巧る。 

〔班〕 フレデリック •レイス 博 ± Fred ミち ミを 


住 ち 共时稱 ホ 回 明巧路 一巧 二號內 (六十 四號 ち) 

が 業 巧 師 

な 職 中 巧々 立 巧 病院々 お 
" 國 ホち W お 巧 科大學 おかお 
- 上 お 描 乂供樂 部 斑 事 
お网籍 イラク 搞乂 人な り。 

獨を ハンブル ヒ玲 火の 博. f ! なり。 

山 化 化は イラクの バグ ダ J ドー 

レイス 巧 北は イラク 网の バグ ダ I ド 巧に 生れ、 バビロニア ンお おお レイス 巧の 息子な り、 獨逸 
の ハンブル ヒ大 やホ芙 後が 巧して バグ ダ I ドな 科 専門 ホ おのを 巧を 奉職した が 後 香港な 腹に 巧聘 
せられて 皮膚病 ザ 門の みを をに 巧 巧した。 



千 九な 十八 年 苗 おを 府に招 巧せられ 上海に 來リ巧 立 皮 巧 病 巧學 巧を 所に 入り おお お々 長と なつ 
て 今11:にな ぶ (OHnical of the >Iational Leprasarm 】 

巧 ± は 熱 ふを る才 I ヘル •レシ— 汲の 信仰 家に て シナ ゴグ巧 巧を 員を 巧め、 又な 太 人の 巧 巧 ホ 
面 V はな 興な 會 •上 お汾乂 なをを 員夕 幾多の あを 巧に 巧き お 太 人杜會 のみならず 外人 間に 立派を 
巧. fi として 尊な せられて 居る が、 因な を 權の從 巧と おせられ 姑 太 人 化を には 巧なる 人が お 巧の ± 
である 0 

打〕 ガツ ベ ィ I P S •を tzbey 

住 宅 が おが 路一 1110 號 
说 巧 上海 擦乂學 おが 巧るな を か 巧 常任ぶ 員 
アラ ビアン ュデヤ 人に て 英閔籍 なり。 

非常 じおん なるお 太を 育 事業家な り。 

ガツ ペィ I 巧は パレス チのへ ブ リュゥ 大學 卒業生に て 上海 お 
太 人 子 ホを き 事 菜に ム盡 し、 昨年 ヒ リツ ビン、 シン ガポ— ル、 
巧洋を 巧の お 太 人の 巧を 說 を 巧り て 上 お 乃 まは マ こ ラ じ 巧東货 太を 脊の 最高 學府 を設 ホすべく 運 
巧せ り。 を 巧の 洽 太は ガツ ペィ I 氏の 計 塞に 費 同し 目下 建設を 貝會を 設けを を 巧 ホ 中で ある。 こ 



のか 益の 主旨は パレスタィン 大學 にを るが 费と不 化を 除き お 巧を 地の 猪义を 育を 均等なら しめる 
爲 である。 

〔お〕 グラ 八ム大 化を-. で • W •ミ • 03 h き 

住 を 共： E 巧界 Yu Yuen wd. 八 五一 祕 
パ 公職 お 問 巧巧エ 部局 義勇 閣 指揮な 陸軍 火 化 

ク 

i 英 巧搞乂 人に て英國 陸軍 大佐、 現 H 巧 巧ぶ 巧 脚 お 
化 

が 化 である。 

〔お〕 ゴール デン バーグ 3 azan Go 互 enber ベ 

住 所 上 お 佛か界 ラフ ユットが 六 六四號 
ゴ晦 $==4 音 樂か師 
it な 職 お乂姑 女が 樂部苦 記 お 

ハザン •ゴ I ル デン バ—グ 巧は 诲洲 メルボルン じ 化 

グ 

« れホ巧 籍お太 人。 同 巧の セント •キル ダ音樂 をが を 
辛を して 上 おに 來 る。 




4S — — 


ゴ—ル デン バ I グなは ル— マニア 巧 おぶ 人で あると 言 はれ、 •法 洲メ ルボ— ン 巧に 化れ w 地のを 
樂學巧 ( St . 田 乙 a 穿 brew 》Ilsic Schoo ごを ネミ して 結 婿 生 巧に 人つ たがが 情 あつて 锥 がし、 

上海の 親戚に て K 、 ゴ—ル デン バーグ 巧を 賴 りて おおし 问 巧の 
ラフェットが 六 六の 號に同 巧して 音を あ 師を芙 として 化 巧す。 

彼女は 職業が 音 おか 師 である 反 おに 阅爭 力の 强ぃ 女性で トー お 
搞 太が ホ化樂 部の 萬 巧 おとして 婦ホ 子に 尙武糕 神を お化しず 事 
的訓 がを をへ るず 巧搂 りの 棘 人 •て ある。 

ななは ゴ—ル デン パー グ镶の 指がず る Jewish Yo ミ ーー .芋 巧 oni 
ization の訓が 除が 英苗 陸軍の が 脚を をけ つつ ある 光： ぶで ある。 

S 〕 グリンベルグ r 0 ミを ミ 

住 宅 上 お 共同 巧み 度 山が セ 十】 號 
巧ち が が 巧 巧 Cardi コ已 Mereier 1 〇〇 巧 
巧 柔 中 ホ 自動を 及びを 馬 馬 哄仲巧 芙 
一八 八 セ 年 •ホ— ランドの Wisho 巧 roti に 生れ 英巧 おを 有す 0 





一九 o 一二 年上 おに ホり、 現せ 彼のを を 五十 巧 弗と 
グ 云は る 0 

ン グ ，ン ベルグは 千 八 巧！ < 十 セ 年ポ— ランドに 生れ 
\ たが、 かかの 巧 父琪と 生別し 倫な 斑 馬俱樂 部が 拍巧 
グ 巧を 巧む 伯父の 家に 引 がられ エデン バル グ中學 おを 
卒类 す。 千 九 巧 011 一が 彼は トー おにがり 上 お 城 馬化樂 
部に 路 手を 働いた が ある も、 巧 サツ ス—ン に 信用を をけ 上 お レ— ス化樂 部の 馬 仲！：？ 人と なる。 瑞 
巧 化の M 藻は 五十 巧 ホを 巧し、 佛抑巧 マ I 力— 街 一〇〇 がに 中せ 自動車 銳费、 n 勘 車 ハドソン 代 
巧が 其の 他銳馬 馬の 巧 買を をむ 外にが 义 巧巧植 巧を のな 長を 巧む 
彼は 巧 巧 おな 會の公 おを 利用し なお 瑞脚 係の 商寶を ホ攒く 巧ぶ ずる 外 じ、 上 お 物な ぶみ 所の 役 
巧を まね、 按巧 方面に もずを 化して 時る が、 卜： お兢馬 巧の 大 馬主 サツ ス—ン なび モ I ラ > にがり 
人り が 馬 納入に て黃 利を 占め 巧れ り。 

グリンベルグの 茶 派は ch 巳. Moisho を 會に跑 しを 員 制を のかな む：：： を 幼む 

〔お〕 八 ルツ 巧 ± 口 ，• Hertz 

巧 巧 上 おお 同化 巧 闲お路 ぶ 00 號 




本 巧 (才— ヘル •ラッセル 彼のを を ±) 
アラビア ン稱太 人に て 一八よ よ年ア ラビ ヤメず ナ巧 
に 化る 0 

エルサレム 乂學に 遊び 巧 巧を 修め カイロ 市に めて 啓 
者を 閒菜 せる も、 後才— ヘル •ラッセル がの おお 止 
となりて ク H におる。 

巧 ± は 西 巧が 五 〇〇 巧 0 す 1 -wa 昏 el おを の 巧を 止に て、 本な は內科 巧なる も埃改 カイロ 市に 
巧者を 閉業 中ち 固を 患ょり 壓 むを 受けて カイロを お 去し パレスタインに 歸閔巧 皆 おを が 菜し、 才 
I ヘル •ラッセル 祗の窟 を ± となりて 糸を 生活に 入りて 今：：： に 及ぶ。 

ハル ッ睐 北のを ホ カ— ル •ハ ルッ 巧 Karlll ミ N 巧は 兄と 时 じく 営 おにて 時學巧 古舰を かし 現 
在 义路ビ I アスア パ— トメ ン トニ 號 ちじ 巧が 皆を 閒 業す。 

ハ ルッ 巧 出の エデプ トカイ ロ 巧に 於け るち 國官 煮の あ 迫に 關 する 逸話が ある (ジユ ゥス •ライ 
フ 十五 巧 年 記念 號の 記事に 據 る)。 

ハル ッ巧击 は カイロに 巧院を 開業 やち 图宵 泉の お 民 お 行な おみを 巧け たが、 原因は 巧 A がな 事 
問題に 舆 ホを 巧く 持ち カイロに 於け る 巧 あ 徒が 巧 固に 反 おして 示が 巧 動を むつた お (一九二 0 年) 
回敎 導師を 採 助した と 言 ふ 巧 疑を なつて. を お 人物と なつて 居た が、 偶々 ギブ ラル タル 流罪 化ょり 
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巧 巧せられ マル 七 I ユ 経由 ヵィロに 爵 固した る 回 お 巧の 巧 化 ま ザ クルル パ シャポ 病な におり が泌 
して 居る に 拘らず 巧を 徒の 治 巧を 紫 止せる 美固官 患の 冷淡なる 非人 道め 措置に 巧な したる ハ ルツ 
巧 主は 英巧官 まの 意に 背を て ザ クルル パシヤを 治 巧した る 巧め、 エずプ ト的お 徒は 化 善して 巧 ± 
に惠 謝し、 この 反動 ポ巧烈 なる 反ち 示ぶ 行列と なつて 現れ 巧 中 到る 所英围 おと 群集の 巧 炎と なり 
をに 戒巧 令ボ布 かれた 大 まぎと なり、 ハ ルツ 巧 ± はを にち 阐 行を 官 からを 巧 おみを をけ るに 至つ 
た 斯くて パレスタィンに おれる 巧 ±はム是 はお 太を 徒から 裏切 ホ 巧 ひの 罵倒を 巧け る ことにを 
つたが、 回を 巧を お 助した と 言 ふ お太敎 徒の 怨聲を 聞き、 巧 古は おお 徙のお 快み となつ て 父エチ 
ナとァ 巧に 逃れた が、 此處 •て も お閔を 恵から 壓 迫せられ をに 印度に 巧り 义 上海 じ 醫師を 開業す る 
彼のな 弟 力 I ル •ハ ルツを なりて 来 おする に 至つた。 

と 言ふ數 をのな 命に 弄 ばれた 人 である。 

〔撕〕 ジー • フ — パー CIm ユ泛 P Hooper 

ほ ち 上 お 共同 巧 巧 ァぺ 三— 路ー ニニ 0 巧 
職 柔 化學エ おなが 
な 巧 上 おな 美 同を をが 事 

米 巧 生れみ たにて 巧 規は巧 巧の 富ま 历 己ー ミ d 1 族 じて ニユ I ョルク 巧に 化ず。 


I 




ま ホは アン ダ ソン •マィヤ I 巧の おにで 每年口 本に 
避暑す。 

フ I パー 巧は こユ I ョルク 巧に 化れ、 ミル ォキ I 大 
を ホ 震を 巧が に 入りな 備乂 がの 巧 與を かす。 彼の 巧 お 
は 英巧妍 ぶじて 倫 巧の が篆 パク I ドぶ の 一 放で ある。 
現が 化は 卜： おの 川路 ニニ 〇 號のぉ 巧 倫：：：： 洩化刷 化が 
お公哥 (英文 あ Chhm Printin 巧 巧 Fini を in 的 no. I 、 を.) の染 化巧師 をが め、：： 一: 化の 巧な (倫な に 
巧す)たる J. 梦占〇盖 RS.C. 氏の親巧を巧あり信巧ををけて居る。おホはがけ洋むマィ：^-|巧の 
息女 じて お 巧 ケン ネスは 义本巧 じて を 巧を なけて 居る。 

公な としてぶ 巧 人閣お 方が では 上 おお 美 巧 巧を のが 单を 巧め 乂巧學 巧 出み の 中闽人 おか 生の 化 
話をぉぃてぉる。 同みをぉはホ闻の上ぉ-^5化巧ぉ、 副をぉはが楠巧巧击じて乂闽側幹がとしてフ 
I パ I 巧、 バット リッチ 巧の 二人が 理 ばれて 巧る。 


〔 W 〕 ロー バ！ 


ッ スミ， —" -MKno が HRJ 


巧ち は 巧 ハッ ス博生 

博 主は 一九 11111 年 リットン 巧の 巧 まとして ま 巧 巧洲 日本の 規 巧に 隨 行し、 一 妄 目には が濟 巧る 


合作 員と をり て 巧 盟を通 ま貝會 より 中 巧に 派 遺せら 
れ 一九 一二 五 年 任期が 了 後 お 巧して 昨年 ゼネバ に 於て 
巧 巧 ホり。 


〔视 一、 — ルマン M. V. Hermann 

住 所 エド ヮード セ 世 路九巧 
巧柔が 巧な 

勤 先 (巧 inance Bankin 巧 00 rpora な § L を •) 
英闽籍 描 太 人に て 達 巧 銀行 か 合蔡巧 所に 勤む。 彼 
は 巧 度に 生れた と 巧く が 出生 化は 不明な り。 

〔扭〕 トラ チ テ A ペル グ Solomon Tmchtelrg 
巧 を 上 おが 巧 ホー お照路 





ブ 


•へ 

A 

グ 


な ま 自動 车化夕 外交員 

0 ホ ピ I ルス •モ •-夕 I •フ ぶ デ レ I シヨ y 

ホ 因 巧话太 入に て、 米 困の 自動を 王 フオ— ドの 工場に 巧め、 
上 おの ビ— ルス •モ ー タ I にフオ 1 ド化資 人と して 派を せら 
る 0 


トラ チ テン ベルグ 巧は 巧を 系 米 田 婷の稱 太 人に て、 現在 ピー 
ルス •モ —夕 I を 杜 のフォ I ド 自動 巧 化 巧 人と して 手 おを 振 ひ 
居れり。 巧は 昨年 同族の ポリア ク 巧の なと 結 おす 〇 巧の 宗 巧は Beth oboron 寺 おに 巧す。 日本 
人に 好ぶ を 持ち 义 スキ ャキを 巧み 夫人 同伴に て 吳化路 にか 燒を 食し に 来る。 

〔か〕 バ— ナ—ド •ヘラ— Bernard He を r 



•ハ 


住 巧 共同 巧 巧 西 巧 路五五 〇 が 
職 柔 をを 家 
公 載 シ ナ ゴ ー ク な巧を貝 
上 お 稱太學 巧 お 貝 

アラ ビアン 巧 巧 太 人に て パル フォア— へ ブラィ 大 學の卒 



柔生ミ 0 

ヘラ ー 巧は ヘプ ライ 大 ♦をキ へ 上おオ ヘル •ラ ツシ •シナ ゴ—グ 巧 巧 巧法师 としてを 巧し、 西 
g 路 巧太學 巧の おちを 兼職す。 义 シナ ゴーグ H を 巧を 理 人たり。 


S 0^AX0SMW Jewss S. M. P Society 



お 同を ホエ 部局の 中に 奉職す る お 太 人に て か 負會 
をせ 洽 して 事 巧 害 記に す 巧の 姑 人を 盾 ひ會巧 一切を 
巧 巧みし めて 居る。 

巧 貝を々 長は 現エ 部局 巧を 副化監 Aiers 巧に てを 
計 ま 任は メ I ソンを 巧で ある。 

上の 




巧货 はお 太の お 員せ 
ポ 年を を 化した る 
光貴 


下は 


か 具を 爵人害 記の ま 
をす 




職 芙 白 勸が販 巧 外を U 

勒 先 ビー ルス •モ ータ J •フエ デ レ— シ ヨン 

ラ 义网 おがぶ 人に て、 米闊 のむ 動が で フォ— ドの H 姑に 勧め、 

ナ 

テ 上 おの ビ— ルス •モ ータ— じフォ ー ド販寶 人と して 派 逝 せら 
\ る。 

トラ チ テン ベルグ 巧は 獨 逸ぶ 米闊觀 のがぶ 人 じて、 が 化ビー 
ルス •モ I 夕 I を 社の フォ I ドむ 動が 貼沒 人と してず 腕を おひ 
巧れ り。 巧は 昨が 巧が の ポリア ク 巧の 娘と お贿 す。 巧のを 派は i ミ h 〇ー ミ r § ホ おじが す。 円本 
人に が感を 持ち 义 スキ ャキを がみ ホ 人；！： 化に てが お 化に 娜燒 をな しにが る。 

〔 W 〕 バ — ナード • ヘラ — ミ 3 ミ d 3c=er 

は 所 が M 化が： € が 路ぶ北 〇號 
_ なち 巧な ぶ 
•一 な 膊 シナ ゴ •-ク 政 巧を U 
パ 上 おおぶ か 校 お：：：： 

アラ ビアン 巧枫お 人に て パル フォア— へブ クィ 火が の卒 




— 〇〇 画 — 



ち 生な り 0 

ヘラ I 巧は へ ブライ 火 巧を 卒へ 上海 オ ヘル •ラ ツシ •シナ ゴ I グ勒 巧讓ホ 帥と してな 化し、 两 
巧路 お太學 巧の な 貝を を 職す。 义 シナ ゴ—グ 岡 寄 縮脊巧 人たり。 


〔が〕 巧 太 人工 部局 巧 員を . lew な S S . M . C . Soc 爱乂 

が：！： 化 界エ部 巧の 中 じ 奉職ず る おぶ 人 じて 職：：！： を 
をが 織して ザ 巧 茜が じず 化の： t 人を 履 ひなが 一切を 
處现 せしめて がる。 

職 U な々 じは 础 H 部 村 巧な 副 總隘と ers 巧 じて な 
計ぶ 化は メ— ソン 巧 部. て ある。 

よ 

ななは が 义の職 じを 

が 年な を備 したる 
t,c 

すぉ 

は 

職 U 件 W 人ぶ— 此のぶ 

がぶ 






巧 員を は 一穂の 社交的 集图 にて、 毎月 巧が の 幾み かを 巧き て 貯金し パレスタイン 巧 典を 金の ま 
附が 他あ蒂 事業ず 附を なし 表面 平凡なる 職お會 のかく 見える が、 其の 中にはが 巧 おかが あり おか 
の會 合を カム フ ラ— ジ して 巧る と 言 はれ、 ロツ デは English 〔 onstitutio 扫 Royal Sussex 570 であ 


が 貝を々 お H ャ I ス副總 監はェ 部局を をのを 獲を 挺り 巧務區 A 、 B 、 c 、 D 四 區の热 元締の 職 


ると 言 ふ 報吿が ある ボ內を 不明で ある 0 


にあり、 巧の ホは A 段のを 巧 ま 巧で ある。 

〔23 〕 ジ ヨ グ スト RL きさ 


居 佛 が ホア ぺニュ I ヘイグ •アパ I 卜 巧が 
柔辯塞 古 

共同 巧巧ェ 部局が 書 課長 
ンス巧 ハ アイリ シュ紛 太 、 H 部局 巧を 事 萬おア 



J ノ ルド巧の寵兒となり謀をのお巧を代巧する事ぁり。 

ジョン ス 巧は 共同 巧ホエ 部局 祕害 課を として 巧を 事會誤 長ァ— ノル ド (ァー ノル ド 巧を ま) 巧 
のが 巧を をけ なての H 部局 事 巧を 切 巧す 勢力を おひ、 事を なお フェッ 七ン デン 巧の 存在は 爲 めに 
無用の お 物た るの 巧を 呈 せり。 が も ジョン スは 日本人が 大ホ ひと 言ム 人物に て、 が おを 振って お 


太 ま 本を の走拘 となり、 エ 部局を おはを くな 巧せられ て 永年 英固 のが 支を 略が がたりし エ 部局の 
留 巧を 巧に 巧 おを 稱 めたり。 

巧が 巧め じお闊 人の 中から も 非難せられ 排斥を をけ て 巧た が、 をに 一九 一 云 ハ年ェ 部局 巧を が會 
讓おア I ノル ドの 指令を をけ H 本人の 巧棠 ごー ニ 五 祟を 化まして 巧巧侧 候補の 絶お夕 おを 策した 
所、 H 木侧を U じ發 見せられ、 遇 おおを 巧 理擧と 昔 ふ 珍 おがの 不儿按 祟 託 術を 公 来の 前に おおせ 
られ 、がの お来り 木侧 を：：：； よりが 職を お ホせられ をに 彼は 化が がれの 隠 おを 餘儀 なくせられ た。 


〔が〕 ジヨ セツ フ S. M. J ミ さ h 



化 所 佛 が 界 お祀路 10 八二號 
職 巧 か 式が 引 所 仲 質 人 
代 巧が 巧 潘が式 仲 貫ジョ セツ フ 巧な 上 お 代 巧 巧 
シリ ヤ网 ベ— ル— 卜 巧に 化る。 

英巧觀 をが する 祸义 人な り。 

巧は 上 おに 於け るか おのかぶ 伸な 巧な り。 


〜 ' 〇 な — — — ■ 




〔 M 〕 エレ — • カ ゾリー お 巧 ± 穿 酉 y Kadootle 


化 を 大 西が 六號 
店 九 化路二 五九號 
巧 號 ICadoorie 旨。 J503S oompany . 

_ 巧は 一 吴五年 イラク 园 バグダッド 巧に 生る。 父は サイラス •カゾ 
'1 とげぶ 巧 网籍衍 太 人な >。 

一九 ー セが 巧 巧が 巧 ± に 叙 せらる (おが 慈 萬の 巧 巧に より)。 闊 おながより 巧な 動 巧を 巧 けらる。 
エチオピア 巧 王よりか 放に 列 せらる。 



〔が 一口 — レンス • カズ リ — Lawrence Kadsrie 



カズ リ—勃 棘 ± の お 巧 
口 I レンス •カ ゾリ I 巧 

な を 大巧が 六號 


— ひ 1 



〔が〕 ホ ラス • カ ゾリ — 立 orace Kndoorie 

カ ゾリ— 巧 巧 ± の 二 巧 
te ホ ラス •カ ゾリー 巧 
ス 住宅 大 西が 六 被 

ヴ カ ゾリ I 動 巧 出は ィラク 國バク グッド 巧の 巧 人 サィクス •力 
リ 

- プリ I の 子と して 一八 六ぶ 年 パク ダッド 市 郊外 クテ シオン 町 
に 化れ、 靑 年の 巧 印 巧 支那に 移は し 义巧泄 に 移り E - s •カッ 
リ I 巧を をが をし みが 巧な か 式 巧 巧 ± 地資 巧を 巧みて々 H のず をを 作る。 

巧の 其のを 力を 近 お、 おおに 仲肢 し、 利益を 割きて 學巧 おおを が 哉し、 佛闽 、义那 よりお 動 
し •义 エチオピア 巧-王 巧 下よ りれ がに 列せられ、 一九 ー セが おが 政府より 巧 放に なせられ たり。 
現 がをおは 父子 一一 一人に て 十 .V をな をが す。 

-カ ゾリ— 巧を 巧 巧 上 お ±地 信 記 
父 - 支那 電巧遍 力を か 巧 巧 上海 ホテルを 社 

-巧 遮が 巧 巧が せか 巧灌 口— プ含お 




ロー レンス •カ ゾリ— 巧會 黃巧 ドックを か 
巧 港 コンク リ I 卜會か ピ—ク 電車 會な 
巧 港が 造 お 現な 巧 ジョセフ 巧礙 重役 
ハンフレ—主化をなをせ レン クロフ オ I ド會杜 

ホち 巧 港 九能璋 巧を か ェ ドガ， 巧會 をな 
巧港遍 詰を な 

は 上 父子 一一 一人の がちな 本部を 上海 九な 路二五 九が に 設置して 指令して 居る が、 父は 當年セ 十二 
巧の ながに 達し、 事 菜は がで お 巧の 口 — レンスに を讓 して 巧みは セントジョン ス巧巧 協 會副會 ち 一 
まは 上 おに 極ち 本 巧を 當 くが 太 民放 雜護 巧盟 常任 ま 貝、 上海が 太 クラブのを お 等の あお 職に な 巧 I 
して 居る 〇 がし 一昨年は 來を おし 英 が 倫を プリンス 巧 六が 別邸 にがつて 保 ましつつ ある 0 

巧 カプリ I 家の 倫敦段 あには 目下 エチオピア おて 巧 巧 在中に て、 カ ゾリ— 巧は 巧 避が 中の 困 王 
陛下を 巧氣の 毒に あつて 自 みの プリンス 街 別邸を 巧 供した の V ある (昨年 六月な お)。 

〇 ィラクな 巧 事 ミル フェン デ レ スキ— 巧 

カ ゾリ ー 巧は 上 おに ィラクな 巧 事が 閒設に 益 力し， 初代 拍巧 事と して > .夕 sirfen を rski を 昨 
年 十一 一巧 一日ょり 巧へ たり。 



〔仍〕 カ アウ フマ 


芦 S. Kaufman 


住 巧 巧を ホ Kto voyi 1110 が 
巧 先 ル —夕— •ブロック ルマン 商會 食品 部 

アメリカン 稱太 人に て weuter Brocklm 旨。 〔〇 •のをな 部 ま 
巧に て シャムな 約 アメリカな 化 ダビ ッド •カ アウ フ マンな の 
從 ホに 當 る、 科學藥 なを ザ攻 す。 • 

カ アウ フ マン 巧は 化义 オハ ヨウ 州に 生れ、 巧 俄 ホの 應用化 
巧 專巧學 がを 卒業し 上 おを 巧を 品な 词 (巧 S を er arocklsans no.) '江 おが 四 五二號 の科學 なな 部 
に就職す。 巧は常に同社 の がが シ ン ガ ポ J ル 支巧に出張し て を巧な買&み にな導す。 

たは 進雜 巧な 巧の アメリカな 化 口 P ィ 丘を 呂 巧の 從 ホに 化り、 f 上海の 會 社に 就職せ る 
は シャム 公 化の 化 書 唐 wprry W. GC 乙 steia のが 介な り 0 



ダ 

ビ 

グ 


力 

了 

ク 


な眞は シャム 駐約 アメリカ 公使 ダビ ツド •カ アウ フマ 
ン巧 にて ジョウ ジ •カ アウ フ マンの 從 兄な- 


-り' • 



な 巧は シャム 駐約 アメリカな 化 カ アウ フ マンの 巧 害な 
ヘリ.- •ゴ I ルド ステイン なにて ジョウ ジ •カ アウ フ 
マンを 上 おにな 職# しめたる 仲 かぶ •てるる。 


〔が一 七 エロ ム • レヴィ"* Sh 己 oin E . 1 -cvy 

住 宅 上海 佛巧ホ おが 路四 〇〇 が 
を 菜 所 ホ 巧拥巧 九' 让路】 一 一一 一が 
巧 が 合 盛 洋行 
菜 巧投 S . 融 、信託、 一將囊 代理 お 
巧围搞 太、 兄 ホ あり ホ ( S ，ぉ •レヴィ— ) は靜 巧寺路 
一巧 五 五に 別に 巧 維 商 巧を 經 をす。 

おに 寅 業 巧の 额弟 なり。 

レヴィ I 巧は 上 お 稱太人 商 かの 壯 々たる ものに て 妻は か H ドヮ I ド •ユズ ラの 娘を り 0 
兄弟 一二 人 あり、 兄は 8る、 一一 巧は S ， M 、 一一 勇は 9 を •レヴィ ー にて、 兄 ホー ニ人の 綜合 事 巧 所を 




ミリング トン ハウス 巧に 設け 一二 お 連が して 巧 事に ザを ず。 

兄の 合盛洋 巧は 金融 菜、 辟 託 菜、 をが 入、 仲 立脚 巧 等の 外に お 地 巧ず を かの が 主にて、 就中 彼の 
巧は 瑜巧 王と して 上 おの コヒ — 販賓を 習し 支が 人脚には 010 量的と 通稱 しでが る。 を 逸 

巧 巧の 外因 代 巧 店み のかし。 

一 . W ミ te welA 〔〇 . zew York 

ド TTPSes & B さ 3 を 00 . ohicago 

M. oswold crinkwat;e 『 oo. 》Icuntreal 一 

卜 Lewis 》 Poat op 尸 〇一 る on の 

な . R ミ s. Davis 〔〇 . ゴ entin 一 

夕 W1US 》 sg 马 00. Ho 另 koBg 

7. L,ange 『 〇〇 •尸 〇を〇 口 

な . Ba 己 win 》 苗 eap 0? Ivtd. England 

9. Dupont oo. Lrtd. U. S. A.. 

10 . sap'lsischo 巧 uopf-und Bcersten-Meschine。 werlo ( 違 跨 ) 

ご . 、 rrao す iadi ち控 scn.und stahlwdl 。 ( 巧み 造 ) 

ー ド 田 ila を ras casablasc ミ ( 面‘ 巧 み〇 



合 巧 洋行 支店 出張が 

ま 巧 香港 化 巧が 
合巧洋 巧の 出 ま お (合ず) 氏名み のかし。 


か 


一 • V. D. oclnsberg 
2 .査 is R 夕 
夕坦 lis 田 . L. 

4. G. づ さ an 

夕 C. V. St:aiT 

«. J. 0. Po を 丘 ま 

7 . w. N. Welc8 . 苗 en を rso 日 

タタ Copiman 

タ タ H. ofapm 旨 

ン ヴィー 巧の ぞ樂 方面のを 芙 
かな 巧に ダンス ホ I ル 
英巧 ホに 同 

西！！！ エキス テンション 喫 おち 


おが 路四 〇〇 巧 
お 稱か四 〇〇 巧 
おが 路巧 00 巧 
がま ホが 一二 一一 化 巧 
巧 沛巧路 千 セが 
大 西が】 五 セが 
爱义 ま路】 ニニ 0 が 
おお 路巧 00 が 
巧 非 お】 九 〇 巧が 

ニケ 巧 
ーケ巧 
ーケ巧 



化* 田 川路 T ィシ K 巧畫館 
化 tt 囚州か 化む 路ビ— ナス ダンス ホ— ル 
巧宙巧 巧ち 巧 附近に カフェ ー 店 
(は 上 セヶが) 

合 巧 ホ 巧は 一巧 商事は 勿論 カフェ I 、 ダンス ホー ル、 巧 巧 店を おを し、 巧 蘇なる 巧 策を 弄して 
をの 權 化の 化き 巧 太 巧 ホを 巧 骨に 現し、 が も タカ 巧が なる 彼等 四六時中 巧柔 個所を 巡回し 北の 川 
路纪だ おの ビ I ナス ホ ー ルに をな 巧を 業狀 巧を 巧夕 にがる かを 所の 巧 あ 店に 入りて カフェ I を 試 
をし でち る夕昔 をの 及ばざる 熱ん 振りで ある。 

がし 宗か幕 まに 巧す る奇が 金は 惜 みを くが をし、 シナ ゴ I グ のがが をな 其 他 パレスチナな 典 あ 
み 妻 具と をり 彼自 をの 巧を も かを く 無い。 而 して 彼は 斯 のかく 諸々 の 巧 買を 巧み 又を 力を ち 
する に 巧らず、 支 巧ち み 方面との を 渉を 巧たず •建設が 巧、 化を 巧 品 店の 代 斑' 店を 置く も 化して 
自ら 支が 俩 とが 引せ ず販巧 店を を じての みが 入す るを ザ ホを 持つ て おる。 

レヴィ— 巧の 宗 波は 才 I ヘル •レア I シナ ゴ I グで ある 0 

〔«〕 7 レツ キス •ヲィ オンス ►を 尸 ys* 

巧 島 .(Leagu" of Nation* section on oommunication and Transit) 



巧 おが 盟を 通を な會 特派 中 因 かおを 通な が 合作 貝と. 
で 一九 一ニ ニ 年 ホ 支せ る娥 道な 師 にて 巧 國籍お 太 人な L 
巧の 巧 籍は英 固の 大 西が 道 會肚ェ おを 巧 局に あ U 。 


〔抑〕 ラウフ オ—ド 广 H •尸 owford 



上 おお 閱 なお 巧 司 
ゥ 昭巧壬 幸 四月 二十 一 H お 巧 

ォ 英困妍 太、 前 巧 上 おの 稅關技 ポ—ル •ブ レン ゼン 
^ 後を としで 本年の 巧 二十】 H なをす。 


〔53〕 夕 


ヤ 


— R . V . Meyer 


住 を 上 お 六 一二 Verdun Terr 


の 


巧 南な 路 五十二 巧 
ィ巧柔 化 巧な 巧 金 巧 巧 

アメリカン ジ ユウ 

卞 

な巧は メ ャ 》巧ホ人と息子 
- 夫人は 日本が 大巧を だと まふ。 

メャ I 巧は ロ シャ系 乂国お 太 人に て 南な 路じ化 鏡 巧 

巧昌洋 巧を がを す (巧は 骑太人 トビアス 巧と 合 まに て おを す) 

ィて 巧は お 太た 特若 S が巧ボ なく バ囊 熱を を 実し 大 く® 異人 併 意 先を ちス 
ホ- < はな 年 某に 遵養 巧を なし 大の異 巧き にて 毫 には 吴囊を 作つ て 菩んで 巧る、 

に 時々 日本 萧を 愛用し 寫眞を 撮つ て 知人に が 布して おる、 ホ爵 共に 親日め お 太 人な り。 

S 〕 ミ ヲ—博 ± a . W •き-ミ 

住 宅 上海 共同 巧 ホが 围路五 0 一二が 

職 業 大學を お 
巧 を セント •ジョン ス大學 がを 巧 

巧は ホ 巧 お 太 人に で 段を 巧 ± 



外 



化乂 合ホ围 力， ホル ニヤ 州の 才 I クラン ドに 生る。 
巧の 長 巧は メア ランド 巧 港が お 軍 少佐な り 0 
巧學巧 そ、 ラ— 巧は 乂苗 籍紛乂 人に て、 現在 乂闽 キリ 
スト か會結 巧の セントジョン ス大 學巧學 部の；^ な 
り。 巧は を 治 あおに なみ、 なつて 米 固 にがてを 行 せら 
れたを 稱太 人の 秘密」 と 逆す る 善 籍は著 お Author の 
廣ぁにでミラ—巧が執擎せるものでぁると巧く〇 

出々 おは A 吕を c § S も iail Mi を ionary nollege である。 ミラ I が 丈り 腎お 18 託 ホの かし C 
W3ai 历 rith Poly ら 3 ic 苗 ospital (を 苗が) 
wte Marie Hospital (を 苗 舞) 



〔的〕 II ツ シム 神學 博 ± Edward 呈を m 


住 宅 上 おが 巧 巧 举斯巧 二〇 巧 
路 業を 會監を 

副 業 糞 路二號 に 兄菱口 まの お 入 巧を をむ。 

夕固お 太 人 サゥ サム プ トン 巧に 生れ、 同市 巧を 巧卒芙 巧が 巧に 出で ナック スフ ォ—ド 朽が巧 



に 争ぶ を 本 供を の 巧を おなり) 

ニッ シム 巧 丈は 上 お才— ヘル •ラセ ルか會 をな を 
ッ の 巧 巧を をけ 敎 を 監 ちとして 一千 九 巧 二十の 年が 泡 

A す 0 

博 

± 空 年 巧 か硏を 巧を の 巧め 巧 日し 田 中が 夕林巧 助、 
小を 部 巧- H 、 美 渡 巧巧击 、林 化 等と 會 見した 事 ぁり 
义章 {みに して エス ラエル •メッセン デヤ ■■誌に 「あ 太に 與 ふる かま」 「稱 乂褚 神」 等を^^ して 民 
巧 曲 おを 誰き 巧 放の 巧め に氣 巧を 舉げ 居れり、 同が 人の 言に ょれば ニッ シム 氏は が 巧 結社け 口£ 
Brith のち 力を MV あると。 

ニッ シム 巧 击は本 巧の かにを 多の ななを 巧す。 

上海 ユデ ァ俱樂 部の おを を 長 
上 お ユデャ フエ デ レ-- ショ ンか樂 巧 巧 M 
上 お マッヵ ビアン 俱樂 巧な 其 
上 おお 太 改進 巧を 役 貝 
巧 太な 典 巧を 巧 巧 會を貝 
アングロ 巧 太 おを 會貝 



•— 

■ ■ UU — 



等々 を 兼 g す 0 

巧資 方面に 於て は义ホ S 人の 中を 一人は 巧 菜に 從 事し、 ホ ホフ レッドこ 1 ッ シムは お 同 巧 巧 化が 
路ニセ 八が にを 生 お 巧な 司を 巧み、 ご一 人目の 弟 N. 旨 • Nissim と 一一 一人 兄を 合ま會 化を がを する 外 
に 天 份お限 公司 (坐が 路 二號) に閒 係す る 等を 方面に 活動す。 又 彼の 一族の 客 ssim S. Tawi 一は 
か 戶に 於て 巧 支、 巧 エジプト、 勤 パレスタィンの 貴る 巧を 巧み 居る 等ニッ シムの 名は 上 おに 於て 

巧 名で ある。 

寫眞は エド ヴ J ド •ニッ シムの 規戚 にて 巧戶に 巧る 巧を 經 巧し 
つつ ある Ni を吕夕 T ミ VC 
0 ニッ シム 巧の 曰 本に 巧す るあ淸 

1 九一一一巧年巧月エ スラユ ル • メッセ ンデャー誌に巧載せる文を 
を 巧 課する に ホの 化き 事を ホべ で 居る。 

「ま々 巧 太 民族は 日本の 大亞 細亞主 萬に 巧 動す るを 惜しむ もので をい。 曰 本の 亞巧亞 ホ 溝が 巧亞 
巧 平の 建設を 巧 巧と するなら ばち々 はこの 巧 動 巧 助に ょりて 民族 巧 興 運動の 巧 巧を 上げる 事を 切 
まする。 

而 して 宙東巧 太は H 木 巧 巧 人ち かな 太 民族に 巧して 抱く お 誤を 是正して な 見の 巧みを 行 ふ 巧を 
の 巧 ホす る 事を ホ 望す る。 巧 入のを も あがに あ ふ 巧は H 本人の み 太 人に 巧す る 巧 巧 的を る 宜傳が 



をな を 謀を りと 誤解しつつ 事で ある 0 

巧 巧 文化の おみは 東洋に を 生し 而 して 東洋に 於て を おんち この 東洋 文化に 巧洲 をを 疏合 
せしめる 事は 吾人の 宿命 V あると 信じて 居る。 

最近 一二 十 年 巧に 曰 本は か會に 文化に 政治に ましき 進 ホを をげ ち 現在 H 本は 巧洋の 盟主た るは 

拒み 得を い！*; 力 V をる。，； 長足 S 步は世 巧を 讓 せ」 《亞細 亞及亞 細亞人 《槪 をを 囊の 
に 巧し、 化 ホ 人の 巧に ホ武 を々 たる 偉大なる 將來 への 巧ず を 開始した。 

吾人は 巧 かに おム 、近世 巧 度の 聖人 タゴ I ルは 十 年 前に 「亞が 亞は闻 おして ホち 歐洲 文化を を 
蒙 同化す •へき V あを をび 氣焰を をげ て 居ち キ .プリンは 「巧襄 、西は 西、 巧を ふ ぉもな か 
るべ し」 と款 じで 居る 〇ポ 現今では 東西 兩洋の 融合 點を 見出ず 事は 化して 巧 事で ない 0 
まを 人種は 白色 人を 白 護」、 薑人 穂は 養 人を 冷 器 言。 之は 直に？ あ 0 了が に 苦し 
む 巧で をる 0 

おは 曾つて 渡 日し、 ルを 巧 巧 ± 、美を 部 巧 ±义 杉が 陽 太が 巧 等と 會談 して 「ィスラ ユルの 自由 
と 生せ 閒爭 はかして 味方の ものな きに 非ず」 とを ふ おがた る 確 倍を 巧た と共に H 本給 神を かる^ 
を $ た ポ> 持が H 丰 はち 民族を 排斥し かおす る 巧る 齒 家と 親萬融 巧を おぶ の お 巧、 日本の 賊太投 
がに 巧す るか 巧は 轉 みする であらぅ 事を 化爱 する」 下 巧 

巧な 


■ — む — 



r 巧 太の おがが 濟建 固な 策は 極柬の 巧を 日 木との 結合に より 日本の タカを 背な に 彼等の 巧 まを 巧 
をに をし 目 本の 巧 向を 巧 巧に 利用す る 事 にがてが ての お 太 工作を 促進せ しめ やうと する もので 
あらう」 


〔 M 〕 ポ — ル • エミル • ナ ザ— ル poll- Emn N ま galr 

ポ ナザール巧は支 
t 那な詢 佛蘭巧 特命 
：；； を權 大使と して 巧 
代 大使を 巧め、 支 
'那に 赴任 W ホ 公な 
多忙の々 を 借まず 带く上 おお 太 居 お 巧の 福利な を 事 菜に 盡 
され、 同族 巧は 巧の 支が にある がを 大 なる 謗りと して 巧 巧 
に 又 維 誌に 譜 美の 言葉を 盡 して 巧る 0 
巧は 上 おお 太な 治な 會 のな 閒 にな 任し 又 お 太 女子 ザ 年な 
お 太み 年ボ I ィス ヵゥト、 巧 太 少年 音樂 おを おがす る 等な 







夕 のをを がちに 盡し w 族を 展の推 港 工作に 暇がない 
な 赏よ上 お 巧 太人ボ I イス カウト 换を なの 記を 报 煤な り。 


〔巧〕 ジュリア > •ネー サ> 


を =ぎ ぎ さき 



ii 


佛 W 西 国籍 斯太 人に て佛 が 西の 化職陣 がか 佐 

ネ ー サン 巧は 佛豁稱 太 人、 化-ハ ホ 大村路 一一 一 號に化 
しがぶ 巧 引な 仲買 巧を をむ。 

巧は 上海ぎ aiwrith のが 巧を U にて 獅太 人の Act 
08 を おを 荣 わ、 又藉蒂 事で に 熱ん なる 人で ある。 



を 巧 住 
柔巧 
柔 所 及 


化巧路 八十 一一 一巧 
をな 柔及ぴ お入柔 


〔班〕 ぺ ト リ R. Petri 

ぺ 住 巧 ア スタ I ハゥス 巧お內 
卜巧 先 ^^4^洋行 (Kunst Albers ) 

- 職 柔 巧 お 寅 泣か 巧な 

巧を お 太 人に て デッサゥ 巧に 生れ、 巧 W エ 菜のを 巧を 修め waechling ぎ deruwsteel 會 姑ょり 
上海に お遺さる。 

ペトリ— は デ ッザゥ 巧 H 菜 巧 巧 おお 後 的ち に waec 互 ing ぎを 3 W steel W ミ k を おにな 職し 會 
かょり 同 かの 支 巧 代 巧 巧 化 +1 洋行 ICC ミ t » n & とす rt 巧を に派进 せられて 来る。 

巧會の 中に あっては 中 因が 巧方而 にぶ ま資么 のかを を ザ 巧に 儀いて 巧る 外を 巧 部の 資么化 巧を 
外を し、 若年な がらを 腕の 外を 化を がす 0 
巧巧家で下おはアスタ！ ハゥスでちる。 

〔55〕 才—ス ラシダー， を* 昏を 



アラ プ汾太 人に てち 因 お。 

を强業 をを む、 金融の 巧 質は 貴る をを の 短期を がけ 
ミケ 月は 內の 支拂 契約で をる。 

才 I スラン ダ ー 巧の 金融が 件は 貴る まを の 短期 巧附 
けにて、 中小 商工 菜 おの 輪 入 品が 巧 證券に おする 短 巧 
巧附 けを おひ、 级巧 取引 又は ま 本 金 無き 商店の 利便を 
計え 巧關の おみ、 化巧陡 操げ のか 巧 金に て 利息を なぐ 特種 的を 貸 零 ある。 



〔胡〕 ぺ イサ ホフ 巧 ± 口，. > •ミミ w&os 



住 

瞄 


を 

長 

舅 

身 


上 おお 同 巧ホ靜 安寺 路セ V0 が 
巧 師 
トムスク 醫科 大を投 


サ 出 

^ を 西 巧稱太 人に て 佛巧西 困豁を 有す 


幻 共同を ホ餐を 部の 巧規お 人に てお聯 上お热 領事 スピ 
ルボ オ ネフと 規巧 あり。 

ぺ ィサ ホフ 巧 學巧是 巧 西亞お 太. < に VM 九 一 〇 年 トムスク 巧科大 をを 卒柔し 皮膚 お ザ 巧 おじ 



で醫 ホの 植成 をはて 自他み にがされて 居る ひ. 現 おが 巧を ホが タネ か セ セ 0 なに 巧 巧を 閉柔 して 居 
るち Bnai Bri を Polyclinic Hospital にがて おおに 無 巧 化 術を 巧つ て 巧 學の硏 ホに みんで ある 
が、 租 ホを を 巧は 注意 人み としてち 規 して 居る。 理由は を 治 おせ 貝で あると まふに ある。 

調査の 報吿に 巧れば 

博 古は 上 お 巧确紀 領事 ス ピル ヴォ ネフ 巧と 巧を るり 义蘇 巧の 因な 巧 巧 化 (四川 豐お S セリ 
ョー ギン 等と を 巧 あり、 同 巧 巧の 巧 巧を 納入す る 中 田 人# 襄は 昼 ホ 妃な司 巧 ホ 者で あるが (店 
はが 家 木 巧 巧に ある) ホて お前を 巧 輸出 化合 W 合會 (北な か 二 〇號) と！ な ある 舍 にて、 
從 つて ペィ サ n フ巧+ 一の 思お的 動向は ホを 方面と 關巧 ある ものの 化し 0 

〔胡〕 ラム プキ A ホ 入 M ? S . F . Rampkhi 

住 巧 お 同更 夏路 一ち 一裹 (ァ .7 上手 一望) 

^柔 巧^ 九江路 一え 〇號 P さ C も® き & もを. 

英田 豁稱太 人が 人に で S*F •ラム プ キン 巧の 妻 ホを り。 彼 ホの がは アンナ •ジュリアン •ラム 
プ キンと 巧し 小を 巧 巧 古の 夫人と なる。 

ラムプキ ンホ人は8*{1,*ラムプキ ン巧の妻ホにして、 彼ホの；}5^互人るり。 】 ホ巧のア ンナ • 
ラム ブキ y は 日本の お 太 巧 ホ お 小を 巧 博 主と おおして 再る 0 



(3 はかを 部 博 ± ホ 巧】 

上 おの 夫人は ホの 巧に て、 ま 人は 九 江路に 小さを 巧 店を 閒き 

ブ 巧お迭 品の 巧 ホ巧資 並に 商談 仲 ホ 人を 巧みが をめ にはな まれて 

^ まない ホ 島 V をる。 店は ラム プ キン 巧の かに 一人の まが 入を 使 

♦ 

ン つて 居る に 通 ダず。 

人 ホ 人 ラム プ キンは 自 みのが ポ 日本人と お 巧して 居る 事を 秘巧 
にして巧るポ》 理由は；^1||^?のせ會から巧夕を買ム事ををれて居 
るポな V ある、 のみ をらず がの アン ナポ 小を 巧と まふ おを 徒と 
巧 人 一一と 結 巧して 居る 事 富 分 達の 信仰の 上から 非道 巧で あると が 巧し、 其れ ポ公閒 せらる る 事 
を 巧れ て 居る がな AV ある。 上 愛 巧 太 人仲閒 にがても 其 sf 巧る も Q 小が 困に て、 がエズ 
ラは おおに 其の 事 巧を 巧つた 事が わる。 

巧 小を 巧 望 夫人 アンナ •ラム プミ 小を 巧 巧の 巧 太硏巧 ミる 「日本 《な 先は 稱太 であを 
とま 音 ま 事 妃を壽 し ミユ— ョルク 巧の ま 店から 赛 巧した ち® あは 「日 畫是ク ち 
ち-とま ふ S The origin of Japan and Japaneses V ある。 

ホの ままに 巧て 上蹇 太め をは 小を 巧 巧 美 妻に s をる 謝 おを 誓した ち 同な 會の 宣傳ま 
貝 V あつた 故 N るる •ユズ ラは 特に 巧と お 巧の 仲で あつて 束 京に 於て 會 見した おもる る。 
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で符 ホの 椎 威を なて •り 他が じがされ てなる。 瑞 おか M 化 ホ 辞 安ホ路 とよ 0 嫌に 巧 院を训 策して w 
るが 、； nnai 1蔓1一 I 空 ycliiiic II ミ pit 己に 於て 患ぶ じ おが 施術を むつて 巧 巧の 硏兜じ 熟んで ある 
が、 か ホ 巧 お 部は 化な 人物と して 監視して がる。 巧 ホは 政治 お 社む であると 云 ふに ある。 

則 巧の がか じ 化れば 

悼 北は おが 聯 おがが ス ピル ヴナ ネフ 巧と が 父る り 义お聯 の网除 おが 社 ( W 川路 六 WO ) セリ 
ョ— ギン 巧と を龄 あり、 M 招の 材 巧を か 入す る中闲 人が 化 おは おけ か臾 荀經 巧ぶ でる るが (化 
はがぶ 木 巧 巧 じある) 娘て が 聯な糾 .輪 出かな 聯合を (化な 化 二 〇號) と 巧 お W 係る る人帅 じて、 
化つて ペィ サコ フ惦 十： の 化が の 動向は ホを 义閒 と關係 ある ものの 如し。 

〔閒〕 ラム プキ A ホ乂 Mrs. S. F. RampkI.n 

化 所 か： 一:— 誤 路 一と i 9 パ-上 一一 十一 號妾 
前ぞ 化 K 路一丸 〇规 Pcacaks 9 nd Chcak 。 0 . 

英阿觀 衍ぶ人 w 人 じて S，F •ラム プ キン 巧の お ホな り。 化 女の 邮は アンナ •ジュリアン •クム 
プ キンと 稱し 小み 部 博 もの 夫人と なる。 

ラム プ キン 火 人は S ，ド •ラム プ キン 巧の ぶか じして、 化 ホの がげ 一二 人 あり。】# 姉の アンナ 
ラム ブ キンは：：： 本の お 乂硏先 お 小が 部が もとおが してが る。 
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(な赏 は ルが 部 巧 ホが) 

上海の 夫人は ホ のげ にて、 ま 人は 九 江が に 小さな 巧 巧を 開き 
諸 製造品の 巧 ホ赃黃 並に 商談 仲 ホ 人を 巧み 财化 的には 恵まれて 
居ない ホが である。 巧は ラム プ キン 巧の 外 じ 一人の 义那 人を 化 
つて おる に 過ぎず。 

ホ 人 ラム プ キンは 自分の 加ポ H 本人と おがして W るが を 化が 
にして 辟る ポ> 巧 巧は 彼等の 化 含から 嘲夕を W ふが を 恐れで お 
るが 故で ある、 のみならず 姉の アン ナポ 小 ハ々 部と ぶふ おか 化と 
異人 捷と 幕」 V •わるが を 寡 sa 仰 《上から 非 i でる ると 解釋」 、巧れ がへ 雨 せらる るが 
を をれ て’ おる が 愛 V ある。 上 怒 お 太 人 仲 脚に 於ても がの 農を 知る もの 小船 閒 にて、 かェズ 
ラは お ホ じがの 事情を 諸つた 事が ある。 

尙小巧 部 望 火 人 マンナ •ラム プ キンは を 部 氏 S 奠硏 光に ょる 「某 S _ 祖先は 辭 芝」 ある」 
とを を 葉 蓋を 英語して 三， 3 ルク紫 巧が からが むした が、 姐 おは 一 某な U 木 人の 化 
巧 1 とお ふ ** ゴ ー〇 ori 町 i3 C、 Japan £ind Japa 日 esc*- V ある。 

ホの 巧 巧 じな て 上 お祸乂 協な は ル 巧 部が 山 ホ おじ 叮 峰なる 谢 化を 附呈 したが、 M 協な のみ 傅を 
負で あつた 巧 ，だ •；：： •エズラ はげに 氏と 懇 がの 仲で あつてが なじ 化て 巧 おした d も ある 
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〔扣〕 ユウ ダ A •ロザ リオ Eu ミ Rourio 



居が 不 巧 
巧 先 ア— ノル ド 商を 巧信敦 
測 あ ご ブこザ 
巧 巧 お 浴ぶ 人、 兄を あり •兄は 杳港上 おか 巧に 巧む。 
.ロザリオは 巧 馬# にがて ヤコブ •ロザの 測 あを 通 巧して 居る。 

田巧£^の巧ひあり0 

拥名 ヤコブ •ロザは サッ ス—ン 巧 巧ア— ノル ド 巧を 巧 信 巧に 巧 巧し 巧 馬な である 〇 T ノ— ルド 
巧は 自 々が 巧 馬 巧で ある 巧 ロザに 馬小屋ち をを 命じ 居る のみ をらず 香港 巧 馬 等には ロザを 出 巧せ 
しめで 巧 報を 巧た 古上 おの 巧 馬 紳± のが 巧を 聞 巧して 居る。 

ロザ 事 ロザリオは 同じ 巧 馬 仲 問の n リンス (ホ 巧 接な 事が 副が 事の 巧者 お 生) とおち あり、 巧 
の M 係から 乂因纪 巧 事 巧の スパイを 巧め て 居る と 云は るが、 又ち 因を 局と エ巧 局の スパイで ある 
とを はれで 巧る から、 巧 道を# けて を 15^ を 働いで 居る 因な 的 謀 ホの 化き 人物で ある 0 

ロザリオの 填 密に巧 おする 巧 巧 H 係の おは、 巧 巧 巧 マル ド ホ ピッチの 下に 集まる 調を 師ポ ポッ 
ク 、チヨイ ノフ 、ッ コロ フ 巧の ロシヤ 人に で、 規方 マル ド ホ ビッチは 滿洲蒙 ホ 馬の 巧 引を 巧 業し、 
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附巧雲 として 博 巧を 諸 所に 波を」 て 魏霉調 まを なしつ 


つを り • 


〔 H 〕 ロバ— 卜 v > 夫人 


Robertson 
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住 巧 上お大 西おト エグァ パ— 卜巧 
巧柔 不明 (ちが おがが おおと おす) 
な な 活太 民族が 護が 巧 書記 
ロバ*- ト ソン 夫 入 


人 出生地を 族 不明 

因な スパィの 巧 ひ あり 

ロ パ— トゾ N ホな 畜路ト ユグア パ— 卜內に 居住す るち 彼 ホの な 菜 不明な り。 又 彼女の 生 
巧 費の 曲 巧 も 不明 V を &。 本* < は 中®^ 祐を硏 お 子る と稱」 南寞 面から 地方 馨 をす るが f 
動は 巧る 巧は しさ もの あり、 巧 巧 スパィで あらぅ。 

彼女の み 巧 其の 他に 期しな 太 人は 語る を 化しを いち 何 かお 太の 特^®^ 閱の巧 巧を 右す る もの 
のか〜 公職と」 ては 沿 太 民放 S 護を 嵩と する 聯盟 S おを 愛て 居 ミ 
(巧 おは 沿 太 人閒を 雲を を閒 はず お 太 人は か 入して 同族 生话の 巧を 向上を 巧 護す る 曲 巧で あつ 
V、 巧を の 反 巧に お抗 するな おはこの W 巧が 先 かで あち) 
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〔助〕 ユウ ゲシ •ロザリオ 円ち en Rozario 



巧所不 明 
勒 化 ア| ノル ド拘 みぶ が 純 

別 あ ヤコブ •ロザ 

お网歉 摘ぶ 人、 兄 ホ あり •兄は 巧摧 上海 鉛む じ勒 む。 
ロザリオは 銘お界 にがて ヤコブ •ロザの 別 あを 述稱 してが る。 

巧 除閒牒 のな ひ あり。 

別 あ ヤコブ •ロザは サッ ス I ン 系統 ア I ノル ド 商を おな 課 じ 勒務し 孫 お 化で ある。 アノ— ルド 
巧は 円みが 斑-お 巧で ある 巧 ロザ じ 巧 小店 監 好を 命じが るの みならず 巧 池雜巧 巧には c ザを 出張せ 
しめて 電報を がた せ 上海の 齋馬紳 止の が 巧を 閒帳 してが る。 

ロザ 事 ロザ リナは M じ兢馬 仰閒の n リンス (义闊 總領が 侃 削 伽が 勤が 巧 お 化) と 親父 あり、 が 
の關 係から 义网總 領海 侃の スパイを 勤めて 巧る と 云は るが、 又 お网常 巧と エ 部局の スパイで ある 
とを はれて がるから、 兩 近を 巧け て 金儲けを 働いて 巧る 网於的 迸 ホの 如き 人物で ある。 

ロザリオ のが 密 にを おする 競馬 關 係の おは、 が 勞商 マル ド ホ ビッチの 丫じ化 ミる 調か師 ポポッ 
ク 、チョ イノ フ 、ソコロフ 等の ロシヤ 人に て、 親方 マル ド ホ ビッチは 滿洲裴 ホが のが 引を 巧 おし、 
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附帶化 巧と して 协巧 をが 所 じが 班し で 滿洲闷 が 調を をな しつつ あり 

〔け 〕 ロバ— ト ソン 夫人 さを i ミす をき 

化 所 
職 巧 
，i な 職 
パ り パ， ト ソン 夫人 
人 山 化 地穗肤 不明 

网際 スパィの な ひ あり 

口.、— ト ソン 火. < は 火 阳路卜 王 グアバ- 卜 巧じ崔 する も •化かの 職ぶ 無たり。 义 化かを 

巧 巧の 推 束 明 V るる 文を 鬟 術を 葵す ると 聲慕斋 から 地 墓む* 孚 るが、 む 

動は-脚る がは しきもの あり、 闲眩 スパィで あらぅ。 

化 女 S 柄楚化 品」 契 人 S るを 欲」 S が、 何 か 契 のげ ss 化 f がする もの 
つ n 一く、 な 巧と しては 獅乂 一:^ 化の 攤谁 を：：： のとす る 聯徽の 巧 おを 勒 めて W る」 

(I は 装な を 派を f 命享 愛な 加 人」 で 媛 化 S 利な 向上を 養する 盛で あつ 

て、 码 逸の -k 斩に對 化ず る述 動は この M がが 化を である") 



上海 大西 路トエ グアバ— 卜巧 
不明 (义那 お 術が 光ぶ と稱 す) 
妍太 おが 攤譜 聯盟が 記 
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ホな 巧 Q 持主 c て 美人を 種 c 外 gQ《alc 巧 近して 田な 的 K パイを？ 居 >0 がぞ 《り- 
巧 語、 落 西 語に 榜 通」 人に かへ 了 居た 事が る &と宏 はれて 居る が、 雲を 葦る ホ おで ある • 


〔の〕 


ス •ロ ツス 窜 Fredrick Ldtb.Ron 



なぶは ビ クタ— •サツ ス I ン婦の レイス •ロ ツス 卿を 削を にが、 
ける 夫まで るる 0 
ロ ッスに 巧て はな 事を 巧ず 0 


〔化〕 ピ クタ— •サツ ス—ン 巧 Sir Vktor Sassoon 

住宅 西が 路一號 サツ ス •ンビ ル デン グ巧 
巧柔巧 右 同 
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巧 を 共同を ホ西芭 大西路 
ピ 美 g 巧 太 人、 一八 八 一二 年 巧因ョ I クシ ヤに 生る 0 
一 巧 巧 事業に 巧る りち 因を 巧に 列 せらる。 

サ ビ クタ— •サツ ス I ン 巧は 英巧ョ I クシ ヤ 巧の 揪ホ 
バ を棄 (アフリヵ 巧 巧 化の 巧 功を) マイヤ I ス •サツ ス 
1 ン 巧の 子に して •化の 巧は エ I こ ゲイ— 氏の おで あ 
る； はエ •エム •ガ ツぺ ，氏と お 巧す) ビ クタ— •サツ ス ，ン 巧の 妻は エ •エム •ガツ ベ， 
巧の 娘に て 一九】 一年 香 巧の 巧柔ま レイモンドの 媒 かにて 货 太おォ ヘル •レア I 寺な にがて おお 
式を 擧 げたり。 化 斯き同 巧 近親 お 婚は稱 乂入ポ おか 巧との 結婚を おおす る 巧め にて、 巧に 上を 宮 

巧 巧な に 於て 同族 お婚の 故に 皆 烟巧曲 巧に ある。 

ピ クタ I •サツ ス I ンはぞ 巧の ちま way 吕き & ま、 巧 巧の お ま nohen ま、 上海 ロロ Sassoon 
等 巧 お 巧 期な にあり、 從 つて 事実 もる 本 も 皆 彼等の 00*^3 に 03 から 出て 居る。 

ビ クタ I •サツ ス ー ンは千 九 巧 一一 一十 年— の事柔 とま 本を 回 化して 本 巧を 上 おにを 動し おり、 
南巧路の乂口にホつ裔巧サツ スー ン ハ ゥスは责に^^^の策動本巧である〇 

ピ クタ I •サツ スー ンは 聞が 香港に# を 巧む と 同時に 上海に がても 早くょり 主 か 資質、 をな 
た 金、 信託、 お出 入 巧、 余 養を々 ち 其 等の 睾柔は 口ロ ィ 已 口 ぉ n ? あ 儀に でを 業し 



夫な ぶ s 拇ま にて 巧 人を 稱 ii 外齒 Q 績に s して 農 的 スパイを 働いて がる 形跡る り > 
みが、 猫. たなへ て W た 素 あると 玄 はれて W るが、 S を 拳る 女性で ある。 


査 


ス •ロ ツス Sir 7e き を Leith ち OSS 



な 3 哄はビ ククー •サツ ス—ン 卿の レイス •ロ ッス 卿を 別を じ 於 
ける 火ぶ である j 
ロ ッスに 就て はおが 巧 略ず 0 


〔が^ ビ クタ— •サツ スーン 卿 巧 r < icto 『 Sassoon 

"ぶ 巧な 化一诞 サツ ス—ン ビルデ ング巧 

巧萊所 ん M 
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別 を お：！： 化界 脚が 大巧 化 

巧 巧祸乂 人、 一八 八 三が お网ョ I クシ ヤに 化る。 

が おが おじかる リ英巧 巧が じ 列 せらる。 

ビ クタ I •サツ ス I ン氏 はが 阀ョ— クシ ヤが のが 水 
川み (アフリヵが 地の ぶ 功ぶ) マィヤ I ス •サツ ス 
1 ン 巧の 子 じして、 彼のが はエ ー •レヴィ— 巧の 娘で あ 
ろ ^ よた - H •エ •エム •ガツ ベ I 氏と おがす) ビ クタ— •サツ ス—ン 巧の ぶは エ •エム •ガツ ベー 
にの 娘 じて 一九 一一が 巧 盤の. 巧業义 レィモンドの 化か じで お 义をォ ヘル •レア I 寺院 じ 於て おが 
ぶみ おげ たり。 か 巧き： 一: が 近が おがは が お 人が おな 化との おおを お 避す る 巧め にて、 殊に 上 おが 

巧 階が じかて M 肤 おがの なじ 巧 则戚關 係に ある。 

ビ クタ-- •サツ ス I ンは 巧泌の K みち ミ. i ミーぶ、 即 だの だ 藻 ご占ご一 义 、上淋 だ. ご • W 口 ios 
巧 巧 刖が關 係 じあり、 化つ てが 萊も資 木 も 巧 彼ず の r'orl 53 こ§ から 山て W る 日 

ビクター • サツ ス| ンはで九が一一一十が印化のが萊と资木を叫化して本據を上おじお動しがり、 
巧ぶ 化の 入口 じかつな 槛 サツ ス I ン ハゥスは せに 彼 巧の ぶ 動 木部で ある。 

ビ クタ I •サツ ス—ン は 印 お 巧 おじが 菜を 巧 わと；！： が じ 上海 じ 於ても 早くょり 地寶 な、 な 銀 
化ち：；；^ 託、 輪 山人 荫 、か 融萊を 巧み、 巧 巧の が 業は e ミ. 己 Masscc 口 6；: 广'? お 化 じで 巧莱し 
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ホり たるが、 千 九 写 一一 十が 尊柔本 巧を 上 おにを 巧し 來 ると 同時に 别 化に saion wanf 的 oorpo - 
ration を创設 し、 口 D . を ssoon 0? David Sassoon op と ホに 一一 一大 サッ ス— ン會 社を ホ 刺 F 
に 置きて ま 本紀巧 一一 一十 僚 巧を がして を 種の 事 柔に從 事す。 其の 陣 をみ のかし。 

(一) サッ ス I ン パン キング コ ポ レ— シヨ ン 

(一一) ダビット •サッ ス I ン コム パ ニー リミテッド 

(一二) ィ •■••デ I •サッ ス I ンコム パ ニー リミテッド 

呂 ( 1 ) を ssoon Bankin 的 oorporation L を • 

み融か 合に て、 中 固玫府 建設 事 菜ず は 印が 胥 港が お坡 南洋 其 他 
の 巧 巧 取引 閒巧 をを 类範围 に 置を、 巧 お 取引 搪期 として 乂 ホが 
西と 連が す、 中 因の 巧 巧な 革、 巧 おを 取引、 中 巧 述設が 業に お 
ナる 巧款* 中 固な 憤 剤 引、 中 國搜エ 巧 投資 或は お 支辕 出が 用 巧 
話 局の 肩替り 等を 引受け、 中 固を を 巧り にして 巧 取 せんとす る 
沿 太が 閒 のを 謀 本部で ある。 

な 貧は 国民 政府が サッ ス—ン のが 玫 の 援助に 感謝を ませる が 
かおの おり 物で ある。 

この お 巧 本部の 元 巧は E*D •サッ ス —ン氣 にて、 事 ザ 上の 反 
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引はビクタ1 • サツ 

代表 お 
なま お 人 
支配人 
支配人 
支配人 
支 巧 人 
巧 書を 

副 支配人 
會巧主 巧 

な 貝 


ス—ン 巧 のぞ 中に 巧 はれ、 接て を 代表す る 人 化 である， 
ビ クタ I •サツ ス I ン Victor Sassoon 
^ I F . 夕 Davey 


デビ ィ I 

マック エワン 

ミ I ゲル 
パラモ ル 
オヴ アデア 
ィ ジケ ー ル 
スミス •ラィト 

ブラィ デン 
ィゼ リング トン 
ブロ キ ザップ 
ラ ン バ J ド 
ピ I アツ ン 
イン ネス 
グレ ゴリ| 


A. K. 》 IacEW 旨 
C. J. Meager 
A . ド PaRa 目 or 
L. ovpaea 
J. H. WJdkiel 

E. p w 弓ぎ Wright 
w’ A. Bry を u 

J •口 Etheriagtolt 
I. S. Br ミ CP 
W. 夕 Lan 一す rt 

■w. 夕巧 eason 
D. 0. In 口 cs 
N. s. oregory 
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か 具 ジヨ セツ フ 
" スミス 
" ウイル ブ ン 

" n t ヘン 

W カスタ J 

": ヤ n ブ 

^ • ウィリアムソン 
V チ— ス マン 
« スミス 
" ブロック 
M ブロ モ •/ 


夕 Joseph 
夕 E. Smith 
J. W. Wilson 
A •夕 Cohen 
A • 夕 oatta 
M」acob 

苗 . W ミ iamson (Miss) 

J. M.cheesman ( ぎ夕 ) 
ロドぎ ぎ siss) 

E. w. Block (Miss) 

R. So す mon (Miss) 

B. Smith ミ bs) 


« .ス ミス 

〔说〕 ご 一 ) -David sassdon. oo. 

本れ は 九 化 路二五 九# に 事 A 巧を おし、 サツ ス I y が 聞の 上 おが 內に 於け る 不動を を 管理 ナ〇 
せがは まとして レピ ィス、 ペン ジヤ ミンの 二人 ポ§ して 居る。 

.上 ホに 於け る！ StK 借家は 芙妥 一也 口、# 巧 f 面の 大巧々 を 所 あし、 アルガ— 巧 富は 其の 


傍系 代理 ある。 其の 不 s をは 十五 值 元に 上る と稱 せられ、 主 化 巧が 巧が おか 巧な 巧 巧 巧 併せ 
て =1十$ のが 產を おす。 

’ 營 実が だ 西 路二五 九な 


な 支 巧 人 
巧ち K 人 


ダビット •サツ ス I ン oavid Sassooti 


レヴ イス 
ヤコブ 
力 I ル ブ ン 


n I 


ベン デヤ ミン 
ェ I マンデル 

(な上ょぉ^〇一^、 貸家、 信託部) 


尸 • . A ’ Levis 
S . O/Iacob 


巧 •尸 • oarson 


W . W . oohen 


w . 历 enj 巧 mi 口 

S . F •げ p 呂 旨 der 


〔货〕 (ごご IB . p Sassoon 好 〇〇 .ジ d * 

サツ ス I ン巧會 は • (1) は 因な 金融を まを まを とし、 (二) はサ 巧の 不動を 管 巧を まとし、 (一二) 
は 巧ち サ 曲の おおに がける 彼等のを 香事柔 をが なする 本部で ちる。 (一) ( 二) 共に 「アンク ル •サ 
ツス —ン」 口 P saios 务 ポな大 持で、 副# 巧に ビ クタ I •サツ ス— ンポ活 巧して 居る。 
巧柔巧 サツ スー ンコ I ポレ I シ ヨン 同 巧 
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を 業な 巧 巧 

度 ま K 人 ィ— • デ — •サツ ス I ン E. D- Sassoon 
巧 巧れ 合 貝に て 支配人 デピ I F. 夕 Davey 

が M マツ クエ 7 ン C’K. MacEw 旨 
" が ミ I ダル C •ド Meager 
" " スミス •ラィト E* G. S 吕ぎ Wright 
ザを 管 里 主 巧 ラム バ—卜 W. R’ Lambert 

副 ま K 人 オバ テア ド Ove 左 さ I 

的 

を 計 ま 巧 ブラィ デン W. B. Bryden _ 
か 員 よ ザ リング トン J.B. Etheringto 白 

け トリ ビユ I ン C. TMuburn 

" パツタ 1 9 ツデ P 夕ぎ tteridge 
け ケン ダ， ル F* wendall 
か ステ， ド 尸 Stead (M を 

は 上は aw 、 i 、 上 ホの をな 巧、 化に ま 巧 人 か 貝 二十 六 名 あり。 

は 上 一二 化の 會 なは サッ ス—ン が 拍の直 巧 機 M にして 一二な がせて サッ ス I ンが阳 を 溝 巧して 居る 


の V あるが、 此等 一二な から 巧る サツ ス— ンが拍 WHK をな 巧す る植本 巧は 巧 達な プリンス 巧に あ 
りて、 ョ— クシ ヤの S 豪で サツ 义— ンの總 ある マィヤ I ス •サツ ス I ン家 がな 巧し、 マィ 
ヤ—ス •サツ ス I ンの 病が として E . D •サツ ス I ンを (セ 十四 歲) は A 元 巧に 任じて 居る。 

る眞 はち 曲ョ— クシ ヤ サツ ス I ン の 巧 流 E . D •ヤ 
ツ ス—ン 巧。 化は もとが 蘭 西に あり 帝 玫ロシ ヤが代 巧 
巧に 活動し 义 アフリヵ 巧 民 あに も话 巧す。 

サツ ス—ン が 曲は な 上 一二せ のかに 辨事 がを 佛蘭西 巴 
里と ジュネ— ブに 設置し、 己里は が 巧關 かの 仲 おみ M 
に、 ジュネ I ブは B なか S の 仲繼ち 其の 他に 米图お 
おが W とのを ホは 巧ち の ナショナル シテ I バンクを 指 巧して 居る。 せに 上 ホの サツ ス I ン ハウス 
の楼|*はサ巧《の極义1||<|||^巧とをふ事にをっで居ミ 其の元締が£る*サッスーンでぁり、 ビ 
クタ I は 其の 冉お である。 



〔の〕 V ラ 


^1 瓜 Dr* Rc 


住 宅 共同巧巧靜巧寺かジヨツキーアバ》卜巧 
か 巧 束み 大學 巧单部 



巧ち お 巧 部 

热支巧 人 ィ I •デ I •サツ ス I ン け • D •を swoon 
銀行 か 合け にて 义が人 デ ビ I F. 夕 Davcy 
" " マツ ク エワン C.K. MacK ミ in 
" け ぐ、— ゲル C. Mca 巧 T 

" " スミス •ラィト な . G. Smith Wri を t 
けを 巧 巧た 化 ラム バ I 卜 W. R. Lambert 
副 支が 人 オバ テア r こ verdea 
を 計ぶ 巧 ブラィ デン w. B. Rryden 
卽 な エザ リング トン J. 1 产ミ hei ム是 on 
" トリ ビユ I ン C. Triuhurn 
" バツタ I リツ デ G. P. ご己 ミ rh だ e 
パ ケン ダー ル F. Kendall 
" ステ — ド I. i^tcad (Miss) 
w 上は 巧廢 、香港、 上海の 樂 裳余融 部、 化に ぞ那人 札 貝 二十 六 ああり。 
け上ご一個の會社はサッ ス》 ン巧閒のお系機熙にしてーニお併せてサッ ス| ン巧閒を帷ぶしで屑る 


■ — 82 — ' — 



19 a 


の V あるが •此等 一一 一 化から 巧る サツ ス I ンが巧 事を を 法 巧す る お 本部は 英巧 倫を プリンス 街に る 
りて、 ョ I クシ ヤの宮 まで サツ ス I ンの热 本まで ある マィヤ— ス •サツ ス—ン ぶが 總那 し、 マィ 
ヤ I ス •サツ ス I ンの摘 流と して E.D •サツ ス I ンあ (-V 十 W 歲) は 紙ぶ 締に巧 じて がる。 

ななは 英巧ョ I クシ ヤ サツ ス I ン本 ぶの 胸 流 K •い •サ 
E ツス I ン 巧。 化 はもと 側贿两 じあり ホ 政 ロ シヤげ 化ぶ 
^ がに 活動し 义 アフリカ 舶 K 地 じ も 巧 動す。 
i サツ ス I ン财閒 は wklll かの 外に 辨が おを 佛關 叫む 
i 巧と ジュネ I ブに設 招し、 は 獨度關 係の： i ： 繼が關 
に、 ジュネ I ブは 阐險聯 脚の 仲繼 じ、 がの 化に 义闽柄 
とけ 脚との ぶ ホは がちの ナショナル シテ I バンクを 指ぶ して W る。 故 じ 上 おの サツ ス I ンハ 々ス 
の 機 關はサ 时抽の 接がが 業 本部と 云 ふが になって 居る。 なの 元締が E . D •サツ ス I ン であり、 ビ 
クタ I は 其の 副が •て ある。 

〔的〕 7 ラ •プ— ルミ. ミ窒 •で ミ- 



蓋 


化 を か：一:か巧靜巧ホ路ジ ヨ ツ キ ー ア 
か 授 が お 大巧 巧學部 


■I I ■ わ j ■ 



ク 

♦ 

プ 


図籍獨 を 

巧な ケム こ ッッの 生れに て妍乂 人の 化が 巧 おなり。 
目下 束お大 を法學 部の お按 たり。 


〔閒 〕 V コ 


□ 


A ， A， sokelloff 



住 

巧 

職 


宅 

先 


佛巧巧 ミ 1】. D 巳 ミ tre 五巧號 
共同 硏界化 西路二 六一號 
美 巧 洋巧會 計 ± 


が 


〔脚〕 サ ル モン 


茲两巧 系 お 乂人巧 aga 3 商を にがむ 0 
巧の 觀お 其の 化 不明な り。 

历 • Salmon 


住 所 お 同が 巧 西 摩 路ーセ ーー ーが 
職 柔 カプリー 巧會 支配人 



‘英阐 籍お太 人に て ケン ブ リツ デの 卒業生、 カプリ— 
巧會 のを 巧と して 时を 管理を なす。 

法律 事 巧 所 江 西路二 五化號 

カプリ— 商 會支巧 人 サルモン 巧は E さ 巧 adoorie 潮 
爵 ± 及び 彼の 子な Lawrence 巧 adccrie (兄) 出 orace 
pcacloo を (ホ) 等 一 二人共 巧の 金钻 、信託、 み 銀地を を 
巧 ふ 巧 百 do ミ io & を ミ no . の 宵柔巧 じが 难を 管理し、 別に 巧 港に 於て 創立せ る 化 口 — レンス. 力 
ゾリ I の コンク リ I 卜お造 ホぶ 會 おの 上海 化 巧 店 其の 他 お夕絕 太を 本會 社の 株券を あする 化を 事 
巧を 巧 巧つ て 居る 巧 巧 家で ある。 



〔 W 〕 ア A ゼロ ■サンテ さ ミぞミ g 色 0 Sante 



住 所 佛巧巧 ミ e Massenet 二六號 
職 業 造船が 師 
巧 巧 な 申 ドック (上海 お市) 

(pvanco-cll 百 lolse ck cosstruot ミ 3 W 》 Iet 91 占 qcoM et 
Mono 吕 qtts ) 



上 お 越 ホ 路 大巧 巧 四五號 
共 问巧ホ 巧 お 衛路ヒ 五 W 號 
七ン トラ ル •アヶ ド 十九 號 
上海 サィ オこ スト 協 食を お 
上 おお 太 おが 民 救巧會 みお 
パレスタインな 巧を を 管理 ま 具 
巧を ホ ま 公司 重な 
猜太居 巧 民 敢育會 巧 巧を 員 


.巧菌 西 籍治义 人に て 巴 里の 造化 夕門ホ 巧を 卒業す。 巧 先 支が 名は 上海 中 法 ホ 新 お 造な。 

ヒ リップ •アン ゼロ •サンテ 巧は 巴 里の 造化 ホが 卒業後 化 乂合ホ 巧 ノ—フ オル ク港 造船所に 巧 
地の 巧、 傍ら ヴ アジ こ ヤ州立 工科 大學 におび 在學 中は 巧ぶ 學生历 口 も- Bri を 苗岂么 Fcun を tio 日の 
が 部と して 同族 民間に かられ 甫惧委 負に 擧 げられ た 事 あり。 ま ホは ノ I フ オル ク ホの 辯 護 止の 娘 
なり 0 

現在 上海 江 申 透が 巧に 技師を 巧々 中佛 逆が 技術な 會 のま 貝たり。 

〔の〕 V フェア •トェ ヴホ乂 Mrs •客 hia T— 


千 八な 八十 五 年 エルサレムに 生る、 巧 固 お 沿 お 人に て 巧を 巧 巧と 巧す。 

を 香の 事業に 關 巧し 上 巧 同 巧 人 閒に名 まある 貴 巧 型の 美 おの 持主を り。 當年 五十二 歲。 

トェグ 夫人は 幾多の 公共 ffl 巧のを 部に 巧 巧す る 外を 種 含利會 祂に投 をし 上 地會ち 貸み 會 化、 
H 場、 まは 旅 お 等な 中 モダン アパ I トメ ント を巧ヶ 所に 建築し 上 おの アパ I 卜 王と 巧 せらる。 

^4^は大西路四十五號トェグアバ|卜の 一部にあり。 別宅を威おが路と五四號にちす。 外にホ 
人の がを をを 巧す る ホ 事 巧 所を セント ラル アヶド 十 セが 十九 城に 相す。 管 巧 事 巧は を 部 巧な ミミな 
TToeg 巧に 一任し •夫人 自らは 閒係閣 巧の 事柔 にな 巧す。 

夫人は 上 おの サイ オニス ト協會 をな 海し、 又 一九 一と 年 バルフ オアな 言後棋 おの 祖閔 パレ スタ 
インの な 巧 事業に 巧 力を 巧 ひ、 上 おに あつて はお 巧な 會を典 基金 募集 委員と なり パレスタイン— 
上海を 往なす る 事 十回に 及ぶ。 

一九 一二 一二 年揭 をに 货太ホ 斥 巧 動 巧 發し同 巧 人の お 巧 民な 巧 巧 曲と して 上海に 救 巧を 貨 をを 組織 
L 、 を 年 四月 夫人は ち 巧 f にを きで 巧な ょりお 難す る 者の 教 巧手 おを をし 二 千 巧が のが 义利汽 
化をチ ャ》夕1して回がせる等活動目是しきものボあつた。 ホ人の手におはれたるお巧民はザに 
八を 人に 上る と 云は る。 

其 他 支 巧に 對 する 夫人の 巧 巧 事 柔は顯 著なる もの ありと. 訟 めら れ 、お 巧 二十 五 年 のぞ 命 二十 五 
通 年が をと して 困 民を 府は 夫人に 大型の 記を 巧を おつて 表が した (沿ぶ 人に て 之を をけ たる もの 


b' 


ピ クタ I •サツ ス—ン 卿と トエグ 夫人の 二人な り) 

を トエグ 夫人の 大西 路ァパ I 卜內に 共を 黨の 指令 本部が が設 せられで おる との 說 あり、 焦が 
人が 多く 居住す。 

エム マ— •トラ チ テンベルク 讓 

上 お 住所 佛 租界 お 照路の 兄の 夕 
兄 上 お ビル スモ I 夕—會 社 フオ— ド 自動車 
.お資 員 

アメリカ お 太、 己里に 在 學中蒂 を zothall wa なと 
結婚し、 夫妻 揃って 支が におを 行脚に ホり 兄の 家に 
巧 在中で ある。 

〔舟〕 トー マス •タルー フ IThomas Iruiff 
住 所 共同 租巧お ま 寺 お セと 八が 

巧 ホ カツ 七— - n ム マ— シャル •コム パ ニ| 

巧 動 巧な 閱讓の 巧 ひを 巧 なる 人れ 




ポ— ランド お 太 人に て酉籍 不明、 治 太 人れ 會に 出入せ ず、 
日本語を 話ず。 

夕心 I フモは 了 — ノル ド巧會 みがに ある ダブ リシ マン 支が 
下に ある 華巧洋 It na を ミ 0033 erci 已 no . の 外交 W を かめ 
あり •罢 語を 話す 稱と 人で あるち <灵 に？ はおち 問 じ 知られて 居ない。 世 許に ょれば 彼 
は苗籍 不明なる も ロシヤ 語襄國 語なる 夕從 つて ロシヤ 生れ 給 太 人 •ては ないかと 時 さる。 

な もがのを 巧は 巧 年 十一月 柬京 巧規巧 外事 課ょり 國 かを 去 おみに がせられ たる 阁麟 スパィ 人物 
卜— マスに お似し 居り、 まは 日本 退去 後上 海に 於て 前な の 店に 勤めて 居る もので ないかと おはれ 
ま 巧 不明の 不を 人物で ある。 

華 巧洋巧 支配人 Dohrishma 日は ア I ノル ドを 本の 傍系に て、 まとして お 聯の對 支 ダンピング 
おを み 巧しつつ ある 外 じ 目 木 化 海道 方面の 巧 魚を 巧 引す ると 稱 して 化 お 道に 旅 巧した 專 あり 0 

當時 日本を 局 じ 於で 注意を をけ て 居た 人物で ある。 故に 前記 卜— マス •タル I フは 日本を お 去 
せられた る 國按巧 謀と 时 一人物 V をい かと 思は る。 


〔 M 1 ウイル ゲル ミ ニン , A. W さ elminin 


住 所 上海が 巧 ホ 巧を を Picyers ニー ーニ 號 



巧 先 上 おを 力を 肚 

0 柔 電窒師 

公 な 上海 白を 阁お 防共が 盟 委員 
巧 西亞ス ヴェル ドロフ スク巧 生れ 沿 太 人、 現 巧 上 お 
巧 力 會を巧 員に て® rmi Brith ロシャ 人ロ ッ デと 一 
一巧の 害 おなり。 

ウィル ダル ミ ニン 巧は 巧西亞 ウス ル 山 巧を 鑛區ス ヴェル ドロフ スク 市に 生る。 父は 编山 技師に 
でず 命 お 難民と して ホ おす。 巧は ウファ 帝氣 エ柔學 巧に 巧び 學業 中途に して 迫は る 0 

現 巧 上 お 巧 力 會せ埼 員 (巧 師) にて 同 か 巧に 在 勘す る 白 系を 人 職な をの ま举を 勤めて 居る。 

巧は 白 系 巧 人の せがす る 幾多 巧 巧の 中に 加入せ ず 其が 爲 めに 一部のを ょりおが 派の かく 惡 口せ 
ら れたボ 、同 巧に 領 尊せられ て 居る 當力會 か 白 系 職 貝を の 同志とは 常に 防共 問 巧を 中ん に 計 論を 
巧け て 來たポ 、最近 奉 天に を 巧せられ たるの 共を 員會 或は 新 巧 白 系 巧人フ ァシスト 黨 等に 剌戟ホ 
られ •上 お ま 巧の ダ こ I ロフ •ヵル ガノ フタと 談合して 上 おにち 力なる 白 巧 人の 巧 共が 盟を をな し 
て 日揭巧 共な をの 俩面ま 巧 巧 巧を をさん とする 曲 ほを を 人となり、 電力を 化か 貞會の V . I . wao - 
jevin wo を ronetiuo 巧 ofcosto " Jaia 等を 加入せ しめ、 巧西亞 t 命を 負を の 网± を お 薄して 具 巧 
的 巧 巧を 計 巧し 共同を 巧 太 沾お四 五 0 がに をを 人を を 巧いた。 



(牟 備會に 曲がせ る もの 次の かし) 

こ) N. DaniloAF 

墅富 ミ； ッシ K 卜黨上 お 支 雲 任に てて ゾルド 氏 姪を S 上營雲 學慧教 巧を 巧 
む。 元 巧西亞 陸軍 大ち巧 巧は さ 口 も a S 二 〇〇 巧 

(二) V. V. Icprmuo 弟. 

共同を 巧 H 巧 局が 生 課な にて かを 巧 ま 0 wi ご 一 〇〇 號に 住す。 

(一二) V. < ミす ブ〇コ で 〇 

佛 巧巧エ 部局を を 部に 奉 かし 傅 巧 巧 wte Re 吕 i 二〇〇 巧に 住す。 

( 巧 ) 巧 . Fn; な dot ■な 

が 巧 巧》 を 客 ミ § 1 セーが 
( 五 ) C. sisura 
パレス ホテル 內 
ごご E. Mclnick 
( と ) A. Wilgcl 吕 ini= 

( 八 ) 0. F. n ミミ 『を in 

( 九 ) I-caot33etino 巧 


不 巧 
上 お ま 力 會れ內 
同 上 
同 上 


(十) V. I •巧 aojevin 同 上， 

(が 上 十 あ) 

巧査 にょれ ぱ該疏 盟は活 勤を をのが あを 求む る 事 困難に で 何等み ほ 工作は 進 巧して ほない が、 
ホのを を じ 對し郵 おな 局巧師 Missuro は ホの 化き 感想を 述ぺて おる とお 义人 アブ ラ 公商會 主は 
巧を に 物語つ た。 

r 防共 聯盟の 粗 巧 ポ事貨 V るるを らば 人 巧の 幸 おで ある。 なし 發 を 者の 中には 聯お 方面の 人物 
も おつて 居るな に 云 はれ 反 ホを まよに 擬裝 して 巧 害 工作を 話 策す る もので ないかとの 疑が あ 
る。 これは おかが 上 お のぞ 力を るむ ぶ人肚 をの 經巧力 あおの 狩が にがす る破壞 工作の 一部と し 
て 凡てのを 人 巧 巧の 中 じか 子を 巧 入せ しろ 其 等の 潜入 ホは 讓報 H ゼン ト 乃至は 破 壌 工作 おと 
して 白 巧 工作の 巧を を 謀つ て 巧る 事ザポ あるから、 直ちに 巧 共が 盟を信 巧す る 杂は危 險が伴 ふ 
V あらぅ。 がの 中 メル ニック、 フ レップ ドルフ 等は 可な り 巧 さの ある 人物で、 又が 巧が 局 巧を の 
V ミす henko 等は ホ 巧 藻 巧 おで あると もま はれて 居る から、 この 防共 巧 巧のを をは 单ろ 逆用 さ 
れる結 巧 じ 終る ものと なて 差 支へ るから ぅ」 と 0 

〔巧〕 マツ クス •ゼィ ロン カ Mm •ジ uska 

巧 巧 謹 巧 おな 巧 Joseph F 喜 t 巧 六道 


お 案 ブ ナイ •ブリス 巧 巧 通信 局 
マ マックス •ゼイ ロン カ 巧は 米 固 籍揪太 人に て、 千 九 
^ 百 一二 十五 年 ホ 岡が 育 ブナ イブ リス 出版 本部ょり 上海 
’い に 紙 遣せられ お柬 通信 局長と なり、 機關 誌の 中國通 
^ 信 及び 調査に 從 事す (フ リ1メ1 ソン 結社 員 )0 

マックス •ゼイ ロン カ 巧は 佛巧界 おお 理路 六 號に住 
す。 巧の 事 巧 所は 同所 內 にある ものと 推測 せらる ポ確贪 なる 巧は 不明で ある。 

巧の 巧 巧は 义网 シン シナ チ— 市に 本部を ちす る ホ 因ぎ も W を h お 社の 巧 関 誌ブ ナイ •ブリス • 
マガジンの 巧 お 局 通信員と して 上 おに 派 遺 ホら れ 、通信 調査に 從事 しで 居る が、 本 巧 的 巧 巧に な 
ては 不明で ある。 ブ ナイ •ブリス 誌は ホ 困 か育ブ ナイ •ブリス 出版部ょり 月刊 じて 巧 わしを 貞に 
巧 巧す る もの V ある ポ 、會 むかの おは 年 五十 仙 (一部 五 仙) を 支 巧つて 巧が をを け 得る。 上 おに 
も 多が 取み せられ 南京が アメリカン ブック ストアー に 申 么めば お 達する ボ 、エ巧 局 巧を 特な 課で 
は 同誌の 內 をが 赤化 あが、 を 治 的 陰謀 等の 記事 多く、 巧 巧 治安の 推 持 上 發势を 巧が つて おる が、 
巧 中には 可な り夕 巧の 媒讀 おを ちして 居る。 

ブナ イブ リス 誌は お 巧 本部が シン シナ チ— エレクトリック ビルデ ング 第よ がに ちり、 出版部は 
ニユ J ョルク になつ て 居る がを 除の 出版 寅 出しは 巧 俄 ホ 南 クリントン 街 一一 八號 から 强致 されて 
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居る 0 

本誌は 一九二 革 八月 廿 四日 し シヵゴを* にを 錄 され 一九 ー セ年窒 一種が 巧みが 巧を 巧り 
一九二 0 年に 改版】 九 二 四 年に 第二 巧郵 巧み 詐 巧を 巧つ て 居る 百 五十 頁內 外の 月刊 巧で ある。 

〔舟^ ャ n ブ •ジリン スキ — Jacob ZiHnsky 

住 巧 共同を ホ 福 州 お八 十九が 
f を柔所 右 同 
一 な が 沿 お 居留民を まを 員を を 員 
} 巧 固 おお 太 人に て 生地は ハン ガリ ャ 西の デフ レッチ 
- ン 市で ある。 アデンに てち 固 巧 民に を 記す 0 

ジリン スキ— 巧は 巧ず 利 固に 生れ 幼年に して 父と お 
に 英領 アデンに を 住す。 彼は 化處 にて 美 因 市ち 權を 獲得す 0 
巧は 現せ 上 お 福 州 おに 巧 人 結を のが 巧 « 乂お夕 店を をみ 居れり 0 

巧の ち ホ ジュダは 上 ホ お 太中畢 巧を キ業し 昨年 八月 香港に をき 目下を 巧 巧 お 大學な 巧を 留 中な 





上 塞 太 人 問に 巧 約 Q 美人 V ビ 7 二 K 卜 G 天才に 5 香 會 Q ぞ 望！ 巧 妻に 農 L 音楽 巧 


にか<^9*^^ある0 

父 ジリン スキ i 巧は な 太 居な 民 か 育を のを 貝に て 同族 巧の かちに 盡し 上海に へブ リュゥ 大单を 
を おすべく 奔走 中で ある。 

(巧 太 人は 小中學 巧は 上 おに 於て 敢ま ずるが 巧して 化の 學 巧に 入れを い。 大 學は特 則の 希望に 
限り 香潘大 をに 乂學 せし むる 外 大巧 パレスチナに をつ ておちす る留 巧が ある。 目下 同 巧人閒 には 

お 東の 適當の 化に 大學を 建設して お 太子を 最离を 育 « 
關を設 ホす る爲 めを を 募集 中で ある。 候補 おは 上 おか 
マ-ー ラで あると 〇】 

ち赏は 巧巧晋 大巧 巧に 巧强 中の ジュダ •ジ リンス 
キ I な 



讓 



w 巧 其 _ 

〇 巧团巧 巧を 固る あ 太を 彩 

をな ♦ヴイ ル •チ 玉 ンバ— レン 

ネヴィルの 父は »太 人の おを V 出世を し、 其の 謝 おとして 化は、 美田のを 民 ポ巧阿 巧 利かに 
がいて 他に 自由化を 巧 得せず、 入 因に 當 つては 巧 話 金を 巧め をければ ならを い 時が に、 巧 阿 ホ 
巧が 內の巧 重なる 自由 ホを お 太 人の ために 巧 供した。 ジョゼフ •チェン バ ー レンの が 巧は お 太 
系 (アンドレ 》 ド) であり、 彼 自をも 亦た 巧 系 (ハ I ペン) ょり 活 太の 血を 受けて ゐる ものと 信 
じられ てみ る。 才 I ステン •チュン バ I レン 卿は 洽太 入仲閒 ょりは# の お 太の 巧 出と して ザ 巧 
されて ゐる〇 

Sm 0 ジョン •シモン 卿 

一九 〇 旧年に お 去した 巧 太 人 ジョン •ヤィ モン 卿と 淀 同し るい ポ 現在の ジョン •サィモン 卿 
はを く 猶太の 血の あらない T リアン 巧で あると 公言して みる。 化の ホ 入は、 自ら 巧 太 系で ない 
とま 巧して をり をポら 、長い 閒 シオニストな 巧に 曲 巧して & る。 化 ホは 巧 太 人の 會 合で、 シオ 



三 スト 運動に 熱 ふを ために r まは み & さんと 同 巧と 見られで ゐ ます」 と 話した 0 
巧 太 人な 巧を エル •フランクリン 巧 (ヶ ーイ— 巧を) と 非な 太 人の 巧 人との 結婚 ま (一九 一二 
〇年セ月八日) にジョン》サイモンはシナゴ》グに曲巧した。 ブ巧の大使巧太人マイスキイは 
一九 S 五 年 二月 二十 二日に サイモン 娜 のために 晚 g 會を 巧いた。 ジョン •サイモン 巧は おも 抵 
太 人と 巧ぶ し、 彼の 巧 もを 太 的で あり、 其の 巧 非常に 難解で ある 0 

? フ アミ KS 

がの K 子は 〇ス チャイルドの 巧 ホと 結 巧した 0 

尙 ■ 《 I ル シャ厶 § 

彼の 弟 •マル コルム •ホッグ 卿は 巧 太 人の ゴ y パ I ッの孫 ホと 結 おした 0 
侯 巧の おみが « 巧 はを 太 人の クロ I ド •シャ スタ I 巧で ある。 

巧！！ サミ ユル ア卿 

クエ— 力— 巧 行の ま 巧の 一具で あり T 第 四の お 印」 の 著 おで ある 化は、 巧 太 巧に ついでは 早 
くから 巧つ てみ るの V をる。 なる に彼ポ 其の 同 巧に 巧畜 について 話ら なかつ たのは 何 かで あ 


らぅ か •彼の みぞ かる。 

彼の 蔑を をな は稱 太な 巧 ハン ポスの 巧 巧の 场 ダブ リユ I •ダブ リユ I •ァ スタ— である。 ア 
スター の 巧は かなの 巧 太な 巧 ラ ザー ドの 巧 巧 オノ ラブ ル •アル •エチ •ブランドの：^ ある。 

外務 卿 アン y ニイ •イ— デン 

イ— デンは 波 苗 系の フラン 七ス •シャフ T ルッ キイの 巧で ある。 彼は ロスチャイルド 家と フ 
イ リップ •サッ スーン 巧と 規をボ ある。 

良 巧 稱太人 モリス •ハン ケイの 息子は 彼の 副 巧 害 V ある。 イ I デンは 二人の 謀會 書記を もつ 
てみ る。】 人は が 太 人 パ I ナル J オス ボルンの 孫を 娶 つで をり、 V 巧の 猶太 大使 マ イス キイょ 
り あぶを 巧け てゐ る。 

SM 0 デ •ブ •ブア 公 

P •£ . P の 巧 巧 巧に 密接な 閣 なを 持つて ゐる〇 

自治 巧 g マル 3 ルム •マクドナル K 

巧 身の 彼の 父 ラムゼイは 長い間 沿 太 美人 口 I ザ •口*- ゼン ベルグを 私的 巧 書と して 屉 つて ゐる 


ブク ドナルド 父子は ホに み 太 人 シッフの p るを にがおを M 巧を 持つて みる。】 九】 セ 年に 
ホ* の 例に 做 ひ 巧 一一 おを 巧 巧せ しめたのは ラムゼイ •マク ド* ルド である。 

マル コルムの ホ官は ハ— チン グ トン 子 巧で ある 〇子 巧は アライアンス 巧 おを 社の 巧を のた め 
にみ 义人 ロスチャイルド 及び ペア ステッドと M 巧した 人物で ある 。其の上、 子 巧は スコット ラ 
y ド 系の フ 9— •メ — ッンお 社員で あり、】 九 一一 一六 年に お 太が H のま 金に 巧つて 閉 催された が 
巧を の 巧 巧 ま 員の 一人 であつた。 

suf ピル マ大居 ゼツト ランド チ Ik 

子 巧は 有力な フリ I •メ ーッン V ある 。彼の 夫人は 皇帝 巧 冠す 巧 待ぎ にを つてな 太 ホイ I • 
ジュダを る ものを 巧 かした 〇 

彼の ホ官は スタン リ I 卿で あり、 スタン 9 — の ホは ロスチャイルドの 子息と き 席した。 

ホ官 助ず はお 太 人 セシル •キッシュ 卿で あり、 スタン リ I の 巧 問と して お 太 人エ チ •スト ラ 
コツシ ュがゐ る 0 

植巧卿 ダブ リユ— •才— ムス ビイ、 ゴ—ア 

義ん なる シオニスト である 〇グ ランポ I ン伯裤 と ハ I テ イング 侯 巧 夫人との 表を である 。化 


のを ま 巧は 篇太 人專横 のぞ K め 階級に « する。 

g 大店 テイ •インス ♦ブプ 卿 

巧 まち 帝 田 因 巧 ま 貝を は 良 廣お太 人エ ム •ハン ヶイ 巧で ある。 卿の 曾 父は 一八 一六 年に 本 
あ アラ IK から ハン ヶイと な あし、 ジャマイヵの 化な 巧 お 巧の 巧を 巧 おで あつた。 

• • • • 

mitli 玉— •ダ ツフ •ク— パ— 

ロシア 巧 命に をを に 巧 供した ク—ン •ロ エブを せの 重役、 か オット— •力 I ンはク I パ— の 
息子の あ附親 V ある。 彼のが 巧の 名は ステインと 一方つ た。 また ク— パ— の 巧は 巧 太 人の レ ゲイ 
夕と結 巧した。 

ダツフ •クー パー の資會 ま 記は シッフ P.E.P に 熱 ムなエ チ •ダブ リユ— •卜 —ア である 0 

• • * 

mu Z A •♦ア •ベリシャ 

巧乂 人。 英 巧と 巧 没との 關 巧を おがしての 巧 命で あるから 注意を 巧す る。 ホ官は トレ— デイ 
ング •ヵンパ ニイと ヘル パ I 卜 •ヮ ツグ 商を との 店 まの 弟の ストラス n ナ斯 V ある。 へ ルバ I 
卜の 本名は イスラエルで みる。 - . 


を かま 巧は ゲィ •ブレンダ— 巧で あり、 そのを 的 巧 奢は お 太 入 ノィマン 家と お婚 した アル • 
ゲイ •グリムストン である 0 

2 巧 スウ イン t 伯 R 

化の がをは 結 巧に 巧つて# げ么ん だ。 彼の 夫人は マシャム 巧ょり ジョゼフ •メィ ャ I のがを 
の 一部を 巧が したので ある。 

巧は サッ ス— ンタや シオニストの 首 巧 化 ナホ ム •ソコロフょり 恩 おを まけて ゐた〇 
次官は 長い 問 フィ リップ •サッ ス —ン壽 であつ たが、 を近エ I •ジエ I •ム アヘッド 中佐と 
巧を した。 

Ka ッ トブン K 卿 ダ プリ ユ— •エリオ ッ h 

巧 太人モ I ゼス •シッフの P . E.P の 巧 巧の 創立 ホの 一人で ある 0 

S 窒 オリヴ ア— •スタン リ| 

化の がは ロスチャィルドの 子息と 結 巧した。 一九 S 1 一一 年 一巧に 白ず 美から 楚巧 した もので あ 
ると 巧 巧官 巧を 函 した ア— ネスト •シッフを ク I ン •口ぶ ブの シッフ 家の】 貝 V あると か 巧し 


たのは スタン 9— である 0 

彼の 巧を 係み 官は規 巧 家の ラ ティ エンス 夫人の 娘と おおした ディ •ュ アン •ワレス 大巧 V あ 

ろ ， 、 

ま 巧 經濟顧 巧は 巧 巧の 人み 太 人 エフ •ダブ リユ— •リ I ス •ロス 巧 V ある。 彼は 固な 金 巧の 
ま 持 ホで ある 0 

ま 會さ記 兼 鑛山係 エフ •シ I •クルック シャンク 大尉は スコットランド 系の フリ I •メ —ッ 

ン V あるり 

農渔ミ臣 ダプ U ュ— • H K . モリ 乂 V 

巧 太！！ 係の人 わ。 群 譲 ±。 

文 巧 < K ♦ソ ♦—プ 公 

を 巧 フリ— •ィ ーッン 大巧 ホが 大頭 巧の ホ t 人 アム プ シル 夫人の 巧 兄で ある 0 
議 を ま 記は 巧 太人モ —ゼス •シッフの 巧 まと、 その P*E,P の 香 記を 巧め てゐる ケネス •リ 
ン ド七ィ V ある。 9 ンド セィは 嘗 つて 南米 エル •ドラ ドに 巧 人の 植民を 巧勵 したな 太 人 シュゥ 
エルムの ヴィクトリア 植お會 社の ま おもの めた こと ポ あち リンド セィのを 的が まなは テル 7 



ガザ レット！ IV をる。 彼女の えは 熱 也な シオニストの 代議 主で ある。 

M 大臣 キング K レ— •ゥッド • 

一九 一ニ セ 年 二月 二十 ご一 日 マン チェ スタ I にがいて 彼は 巧 太 人を なつで る も 巧 もしき 巧 族と 言 
ひ， 美 因 巧は 常に 此の 民族と 共を したき ホ 望を 述べた。 P るを の 小 會 では ゥッドが i 
巧 太 人 H フ •マ I ク イス 巧を 巧 力 支持して ゐる〇 

キングスレ—*ゥッド巧は自らの巧巧を貪行する。そのためには淺會をだとしてお太人アル《 
ょチ -バーネ：-ズ、 冉書おとしてお义人エル •インフイールドを巧巧さしてゐる〇 

000 イ— •プブ クン 

ッ W の 大巧 巧 太 人 マ イス キイから おな をを けて ゐ る。 化の ま 巧 ホ おは お 太 人の ハン パ— 卜 • 
ク オルフで ある。 

MSB イ|^エル-バ|单ン傳± 

猶太 人で あるか 否かは 不明で ある ポ 、パ— ギン 巧は バー ヵンは 巧 太 あで ある。 

議 會書妃 のェー •ユ I •ェム •ハ ドッン 大巧は 非常に 巧な 的で ある 0 




主 木 貧 & 7 イ 9 ブ T サツ K — ミ 

巧 太 人で ある。 巧は ロスチャィルド 家の 出々 V みる。. 

• 愚た 巧 エチ •ブム X # サ厶 

ラムス ボサムは 巧 太 ホ デ •スティン とお 婚 した。 彼のが みがを アデー ア •ホア 卿は 陸軍 W 沿 
太 人 ホア •ぺ リシ ャの繼 父で ある。 

ブソ カスタ— 公 宰相 ク インタ— ■* ■ン公 

一九 一二 五 年 五 巧 セ 日 下 巧に がいで 彼は 彼の 祖先に 巧 太 人が あつたか 何ぅ かは からた が、 をし 
をつ たと ずれば おらし いと 違べ た 0 

RK ! 大臣 ジ— •シ— •卜 U ヨン 大を 

化の巧巧として、 ち太人で、 シォニストの先>おである5^^巧巧の巧巧巧エル- シモンを巧 
命して みる。 

I イン ペリ T ル •フ アシストに 化る I 




rw « 其 二 

0 米 大が領 ルー ズ ヴェル トミ 其の 取を きお 太 人達 

こを ー セ 年 一 夏 

を 近 乂巧人 エドモンド ブンに 依つて ホ 大統領 ルー ズ ヴェル ■•■のみ 圖 がを 表された 〇义 昨年 十月 
十五 日を 巧 リヴ ィ ー ラ ー 誌に も同樣 のを 表ボ あつた。 之に 巧つて ル— ズ ヴェル トポ猜 太 系で ある 
事ボ 巧ら かにされ た。 

其れは おで おいて、 ル— ズ ヴェル トの记 ポ猜太 人で 占められて みる 事 も ホ かの 事で ある。 

巧 太 人の 曲 巧货太 人を 等に 巧して 規 おのを 電を 彼が をつて 居る 事 寅 も 巧く かられて ゐる〇 

化の 巧を の 中の 第一の ち カホは 米 田の 事な 上の 大統 巧と も 云 はれる お 太 クふド •バラクで 
ある。 大 をに ゥィル ッンは 彼を 畜巧濟 の 最商巧 裁ちに 任じた。 彼は ゥすル 街の 立 役を である。 

次に ち 力を のか NRA の會長 代理 V あり、 巧 逸の かを 民主 黨 のが 設を ペル ダルの あがけ 父'^ を 
る 巧 太 、 K ナル ド •アル •リッチ バーグ V ある 〇 みのち 力 おは 巧 太 利 生れの 稱太人 フェリックス • 
フブン クフ ルタ —i である。 彼は 大 ななの 巧が 法律な 問で みり、 ハヴ アド 大 をに 於け る マル キ 
スト かちとして 令名 ポ あり •わが 法の が 案 ホで ある。 彼は 化 ハを 黨曲 なの 「ホ 田 巧を 自ホ獲 同盟」 




の 貪で あり •一九ニ セ 年には 寡 s 吿を さけた 浴盡 ハ— 曼ッ 3 , と ゲ； ゼ ッチとの 肆 
g 人で あつた 0 

大巧 巧 ル i ヴ ユル ト Q ホ 麻は 大が巧 Q 堇卖 馬た るな 太な ミ ユル •ミ 1 ? ゼン 
マンで るる 0 

大巧 大臣へ V 9 ィ i ル ダン ックは 括 美大が たこ 愛人へ’ / 9 ィ •モル ご ックの 子に し 
て 因 巧な 行 f- ブル グ まと a 巧 —蒙を 持ち、 田 奪が Q 養 ミす 美奠 化と e 貨が建 
は 貪に モルゲン ッゥが 主唱を である。 括 主 大使を し モルゲン ゾゥ の 父は 巧进 生れで ある。 

大審院 約 事 巧 太 人 王 •デす； ブン デミ も大舊 Q を 的 嵩と & つて t。 彼 美な 
共に て ヵン ザ Ks、、、5 巧大學 Q 出を をで をる。 此 Q 大 をは 共を め喬を て かを てゐ る。 
プラン デ ィスは を 世 ホの 巧 太 人を ぞ K する シオン 巧 人々 のな 貝に 元つ ている。 

ブラン デ ィスの 化、 K サン 5 替 州の 書會 の 會貝 であり、 誓の 共を ホの 集を の ある ユニ 
オン； ク HI 7 でも 有名で ある。 彼女は 此？ 數回 試みた。 

ル— ズ ヴェル トの其 他の 巧を をを ホに 列 巧し やぅ。 (を祐 巧 太 入) 

ベンジャミン •王 > •々1 ド ソ ホ 
大審院 巧 事、 自宙 ななお 具 

レ— « ン K • •1 レ— ま 


ては ルー ズヴェ み 卜の氣 に 入り 顧問、 現 巧な 巧ょり 退き 推を 「今日」 をる 刊 、反が 的现 なな 
巧み 撃に ぉ 事 0 

ハ— パト •フ アイ K 

フランクフルタ1^^513^の子み、 乂固囲巧せ巧のを巧人わ〇 

レツ タ K •ジ— •タツ グウ エル 

コロ y ピァ 大 を；^ •マルクス 主 ま お、 を 巧を 書記、 a * a*a (農業 修正案) のが 案ぶ •プ巧 
の 讚美 者。 

ジ玉 a ム •フランク 

• R を £ (がな 巧を 委員を) の委 貝。 

デ カイ - H ゼ キイ ル 

を 巧の 巧 巧 顧問、 巧 お A i* A (な 菜 修正案) の 共力 お。 

エド 7 ド • H— •フ イリ 1 ン 

大巧 巧を 的 巧 問、 ホが 巧 菜會謀 所員。 

マリナ-- -HK-H クルス 
f,r，b (が 巧 準備な 巧) 巧が 

f •ぶ— •ゴル デン ヮ イサ— 



ロシア 生れ、 w 巧 巧 備巧巧 支 巧 人 ひ 

デヴ イド •イ— •リリ— ソ タル 

プラン デスの 子み、 官をモ I 夕—電 カエ 巧テネ 七— •ゲレ— •ナ— プリ テイ 支が 人 0 

パ ジル •マン リイ 

巧 電力 のれ 長 代理、 モルデヵイ (マルクス) 曲ガー ランドの 會具〇 

ジ 3— ル •デヴ イド •クオ ル 7 y — ン 

巧 化 巧 力を 巧を 員を ま 記ち 
7 ブン古 K •パ— キン K 讓 (事 寅は 某 巧 夫人) 

巧 偏 大臣 •特に 巧 こょり 迫れされ た篇太 人の 巧 巧を 巧を 管理。 パ— キ； g 自を はな 义巧 たる 
事を 巧 力 否まし をる も、 ま 時を 太采 たるを 肯 巧し エホバに あ 貪を る 事を 力說 した 事が るる。 

王— •ジ H I •アルテン マイヤ— 

巧 働 大臣 代理。 

7 ブンシ K •ジヤ —3 ウイ チ 

巧 働 大臣 代理。 

シ— •イ— •ブイ サンス 牛イ (若) 

フラン クフ ルター の 子み、 巧ぶ をが 餘度 ±0 
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クィ リアム' •シ— .•バリット 

无な 蘇乂大 化、 現にな か ホ 大巧、 大巧 巧顏 巧、 义 H の 蘇 W 承 B の 巧に 巧 a した 人物。 H 巧み お 
を權 委任 おとして 巧洲 中を 大手を 振つ てがける 人 わ。 

ジ H ッ K •ジ 王— • K トラ クス 

な 係 米 大使 (ホ 近 •化な) 

口— レンス • K テ— ン ハ— 卜 

お スゥ H I デン 大使、 大巧 おな 巧。 

ロバト •フェッチ ナ— 

巧ち 豫備単 ( C • etc ) R 長 

シ K II ィ •ヒルマ y 

リトアニア 生れ、 n * r*a の會 ち。 

■ I ユ— トン •ティ— •ベ—々— 

大巧が のを 的 巧 巧 
デ エラ— ド • K ゥ オ—プ 

ェ実 問題に おする 大巧 巧が 的 煩 的り 
レ ♦•クオ ルマン 墓 
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々儀 爭議 調 停ま 貝ち、 モルデヵイ (マルクス) 田ガ— ランドを 曼〇 

H— チ •王 7 •グ ダン ハイム 

因 立れ 巧 ま員會 まち 

八 n ルド •王 K •イツ クス 

巧 巧を 典を 官 T ホ 固 巧を 自 田な 同盟」 の獎 » をに して おを 巧 員と しで 巧 名 0 

ロイド •ユタ •ラン ドク 

フラン クフ ルタ I の 子み、 ± 木を 事 巧 お •元 同を 首席 辯 護 ±0 

《ンリ I •テイ •ハント 

元 シン シナ チの 巧 お、 マルキスト としで 巧 名。 I 九 ニ セ 年に 化 刑を 宜吿 された お 太 共を が 具 サ 
ッ n I と ヴァン ゼッ チの 综 護人の 一人。 主 木を の 現在の 首席 辯 護人 0 

サミ ユル •クン タ— マイヤ— 

大巧 巧を 的 巧 閒> 揭 こ 巧な ホ 巧な 動 巧な、 シオン 货人 會の會 貝と して 有 ぁ 0 

SI. 王—. パ— ル 

若い 此の 政治を は ブラン デ イスの 子み として 大巧 巧のを め 巧閒 をのめ でゐ る。 「お 太 巧」 の 著ち 
でぁる。 I 

ジ ln < ブ •.ビ I •イ .1 スト マン 


同じく ブランデスの 子み にして •鐵 道巧設 u 整を 0 

ステ フ玉ン •口 IK 《ン ブッシュ 

巧 おおを 員 f 査員 、マルキスト 巧 向の 辯 護 ±。 

ルイ •チ— •力— ステイン 

相談役の 一人。 

ウイリアム •王厶 •ライザ— ッン 

ロシア 出を、 国立々 働を 員を がま。 

口— ズ •シュ ナイ ダ— マン 女史 

ロシア 地 身、 同じく 困 ホ 巧 働を 負會ま お、 共を 黨の シンパ。 

H K • H — •口— ゼン ブラット 
N » R * A のを 員。 

イジ ダ—* ル— ビン \ , 

かま 巧 巧ぶ 局が 計 裸ち 0 ‘ 

ナ サン •マ I ゴル K 

フラン クフ ルタ I の 子々 •巧 巧 巧 附轉護 ±、 r ホ 闻巧ほ 自由 權同 巧」 の 一具 

ア K ルフ •ジ H — •サバ ッ クス 


ボヘミア 曲ネ •田會 巧ち 0 

《ルマン •ピ— • a ブ ペル マ 
ロシア 曲 ホ、 苗を 議 貝。 

ハ— パ** ••王— チ •レ— マソ 

なを 州 か 事、 大統 巧の 親友、 田な 的 巧 太を 巧を とも 巧 巧を M 巧を をつ 
7— ヴ イン • K テ— ング ツト 
かき 州 含の 論 ±。 

アン S • H ム •口— ゼン パ— グホ义 

N • R • A の 巧 事 其 他 兼任 0 
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